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iま じ め
中学検の職業・家庭科・は，戦後新設の職業科として発足し，いろいろの変涯
をへて今日にν、たっている。その間，職業・家庭科の性格をめぐって2 いく多
の諭議が展開されてきたが，普通教育のたかで，一般教養としての技術教育を
主?C1.主う教科として，位置づけがたされてきた。
ととろが，今回の小・中学校教育課程の改討によって，職業・家庭科が解体
されて，新し(r科学技術教育の向上」という立場からI r近代技術f亡対処す
る態度を養うJ教科としての「技術・家庭:科」が誕生し昭和37年度から企画
的K実施されるrとに放司た。しかし，現K行われている職業・家庭科にゐけ
る，技術面の指導の充実たくしては，新教科の実施は困難であろうととはいう
までもない。 ζ の意味に3ないて，職業・家庭科・の，主として技術的主主面に治け
る指導の実態をとは握し，現状従事まける技術指導の問題点と3 その課題解決のた
あの方策を検討するととは，当面緊急、の課題と思われる。このようた趣旨か
らとの調査左実施した。
I調査の概要
(ー)調査 の 目 的
との調査はI r職業・家庭科Jについての企画的調査では主主く，主として，
技術的主主面の指導の実態把揮に焦点在すえて，みていとうとするのである。と
れを果すためには，技術教育の中核である事礎的技術の習得という，技術的な
性絡そのものの実態('C迫るととが主主され泣ければたら主主い。しかし， との教科
の技術的主主面の指導は，第 I~半から第 5群の金分野にわたり，複雑多きでる
り，取り扱ろプロジェクトや学習時聞は，共通，非共通，治よぴ選択の別によ
.って異怒り， また，各学校の実情によっても具怒る要素を内包している。
ζのような実態を，全体的には握するというととは，質，量ともにまととに
至難なととである。よって，乙白調査では，調盗範囲を縮少して，第2群の5
項目に限定することにした。
、
(=) 調査の内容と方法
ζの調査のねらいを遂行する方法として，学後から実践記録や，観察記録を
求める方法が最適と考えられるが，いろいろの制約があるため，とりあえす"，
教育計画を中心I'C，技術指導の内容を究明し，指導実態とその問題点を明らか
にしていく乙とにした。その場合，それらと表裏の関係にある絡設・設備，:;13-
.-1:び教師の問題も一連の関係に3ないてとりあげ，多角的I'C実態訟は揺するよう
にした。
(1) 教育計画
第2群の技術指導計阿は，それのみ独立して計画されているものでは友い。
したがって号 「職業 ・家庭科」教育計画の合体構造の中に位置づけたければ友
らたい。そのt意味で r職業・家庭科Jの全体的教育計画1i::，半年別，男女別，
単元，時間別陀 3 一覧表として提出してもらい検討するととにした。
(2) 技術指導計函 (第2群4分野フ項周〕
技術学習は3 プロジェク トを中心とする単元の展開によって万定立している。
したがって，各分野の技術指葬計画は，指導すべき技能，技術的知識の内容を
沿さえ，それちの接能，主主術的興l識をz よりよ くまとめうるプロジ ιクトをと
りあげて，確実に基礎技術の習得ができる!ように立案されるべをである。乙 ζ
では2 とのよう主主観点から実習計画が組立てられているかどうかをみる ζ とに
し次の4分野5項目をとりあげた。
a， r製図の基礎」・機械ー「整備修塑」・電気 「ー保守修理」の3項目は，
男女共通必修の教育内容であって， どとの主非核でも，一応男ムー共通に実施さ
れてv、ると思われるものをえらんだ。
b， r金属加工」・「木材加工」は，非共通の必修項目ではある古丸・新しν、
「技術・家庭科」が発足すると，すべての学佼でその実施が問題となる関係
よ，との2項目も加えた。
(3) 調査項目
乙のようにして，各項R別に五つの調企粟を作成した。それぞれの調査察に
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ついて， そのねらいと項目はほぼ同一である。ととでは実態分析を行うための
調査項目のみを列挙して沿くが，乙の調査項目は，現実的に調査の規模，方法
を考慮してたてたものである。
指導計画の:jをてかた。
2. 単元の組立てかた。
3. 単元名。
4 実施学年たよぴ期間。
ラ. 時間配当。
6. 指導教師。
7. 基礎技術の指導内容と程度。
8. 施設・設備の現状と充笑計画。
9. 指導 hの問題点 ・困難点ならびに対策。
LO. 技術指導を行わたかった理由。
(4)調査票
以上のようた調査項目にしたがって作成したものが，資料として最後にかか
げた調査票である。これは5項目の中の一例として機械ー 「整備修理」をとり
だしてあるが， 他の項目もとれに準じている。(調査票例参照〉
(5)調査対象と回答校数
実態調査の対象佼は，全県396の中学校から， 3， 6， 9， L2， 18， 24学級数
別によp，全県に1なける各学校規模の分布を考えて調査対象絞を抽出し 69佼
をえた。ただしその規模の学絞数の少たいと ζ ろでは近接規模の学校を芳之
て抽出した。とくに3，6学級主主どの小規模学校に問題がより多くあるであろ
うとの想定から，9学級以上の中 ・大規模学校との比較を心がけるようにし
た。結果的には次の表のごとく， 63校から回答をいただν、た。
学校規模別袖同校数と回答数
- 3ー
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巨目
減|I [ I m .1 
.~ ~l 年 月
あなた骨手ぬでは'壷也修思』の""~lli':期~.どのようにして災直しましたか
〈緯〉己れからの踊証明日をよ〈よんで.該当する明暗闇.こ..サDあると曹は醤J}をOでかこんで1さい
・印のおる&ζ割引':.Jo!'"計鹿町否定道益た罰旬を入れτFjJ"
。
単元町組立てはどのよう
ιしまLjヒfJ.
③ 
どんな単元唱にしましt
fJ. 
1 9)/(投手で吋畠材&した
2 YJf"λ央撞した
; 1<'1'はλ砲していない
G YHd~巳山崎していない
I 新市眠中学技長会制『中宇靴贋撲・淑ll<.，術専の手ぴきJにある f自転車，'1:と?<b.1τ学習fr圃を
たてた
2 同じく手O'~帯一輔の 1 r石油ぬ働融』買は2r.f:- tー バイタ， ， 1.1111;孟.，~耳目んで掌習させて
いる . 
3 拘置置置そ0悼の関係上..y".プ刺"， r白・..， r冨抽揖島根， r号- tー バイタ』その他.嘗R
.材を1I!J:'牢習する11挫で'<'司てL、る
令 他の舟野9tHGl'"， L-l.l:-組合せてIj¥えを組立てている
・5 その他の方法で.lI'茸を組立てて雰囲させている
〈住)3のグループ却特諸専の樋f寺院グループ世と馳材刷をは，きり明示しでFさい
⑤ 1・6 男女共苧で同教射巳よる&きは 毒事!l:の月』月t乙拠lI[【晶の置は 牢.l
現鎗苧'fおよび期間11'，1・7 男子町み 実植の&曹は 等生の月~月に現地:畠の置は 牢量】
つですかく三学期舟は-'fl・8 ，)1<"，:字τ同韓併によるときの;1)干コースは等生の月~ 月に災地:岨の.~世は 岨〕
定) 1 ・9 副女械芋で向車材によると曹の女イー2ースは年症の 月~月に拠量:阻の組理置は男子主問 岨3
〈伝.ldBtの量は) 1・10 ~Jý:ilC宰.で異畠併によるaの時子ョースは年生の月~丹に世施;甑の踊壇散は 組】
@ -III-野2話再 時間 |・盤情修理。勢l接指暗にが3 時間
r;;ように配当しし型宇il. 11:i:22:;2;:M Z 
い:2幣兜吾主主| 柑借地酬蜘に時間時1・摺E誌の開 聞
iF雑益l'明白調:32;:
一 一寸z貯f設獄E按gγの ι叫禁謡藷男れ…白4スぺ|伽←鍍叩諒豆ご
:戸主以叫宗お:ば士合詑:ご;1防4守官廿?悲対ttt可なな:と~いl川巾判仲帆1121'1'戸凶 州州州川21山桝 州1，川 川3引叩削|門川.1い，州 |帥ド什~円TF刊昨!ドG
2但畠世師のらんの< ，解軍卿qわ〉に2酔. 2 署11'専門k 膏d々 .噌量鋪の.門"拘勿E舷t司字~""入れて下害い
〈曹司事/:位.各唱監冊。噂lt醇.買は捕.1)群暗こと主脅えでf~'ウ
1嘗・師カ司自書するそれぞれの.量.岨の&こるにーをつけ.蔵省夜。免的紙。t:h 克也験骨の世濁
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@ F高ロド )1 r並瑞皆坦Jの詑部内事よ毛"Jl!l!鮎吋弘新前9院中学:聖母毘:f:;&1rr.þ字担眠寮・ 2在医科掴噂の芋V'~J 節
機械の量密陣担。 擦の 一銭丹『自怯~" 1とよ号てや，てし、島
技梅内詳はどの轄 指導
14 r中宇捜1盟理・草催符指講の子びきJ師二1耳の f宿泊量動麓J rそータメイクJ r耕転機』によヲて串
内容 噌ている
度まで'rd，噂してい との 同事びきを4修司普巳して.学校。拠哨にそくして.それは上白内容t・2日えてや。ている
ますか 随時 16 字紙独自の立掛で内告を編成して~.ている
指噂の単 位 項目 出施可否 指当:; 1tl位項目 後纏可否
指部 J I軒減。磁軍1胃迫要耳5 7 組 立
内容
2 工具の臨官iと怯胤法 8 調節. 注油項目
を開 3 不良箇所の点検方法 9 
示し
4 骨 '晶 10 て下
さい ， s¥I品の洗浄4 古びの詳し，j 1 
6 樟E量点位<f"A.lt 12 
〈注) 1 社会的経i育的知鎌D指記事、羽目はのぞきます
2 町制してある掴碍単位については型錯したとI';~. 面白掛合はXをつけ 8以Tに!l!t<.音質F技でJ首謀Lている
按{有血よU持術的知放の指導1¥位.項目を士郎炉ρて下さい
@ 担習I17 立の自技術..は腫討の傘ヱ躍について強施している
1 骨解 .16 分解目組立.部品の沈静の生工程についての尖世が出尭ないので。一部骨・〈 〉について
部位 担躍しれ回る
2 部品の洗均
3 組立 19 奇人 倒々1~晶ず 1 回以ム3担割させている
以上の安佐柿沼は 賞
2c グル m プ別に告人が什担陥;'lLて実習させている
21 !j'，~ープ制}乙異教材をとりあっかい， 告人骨控協力して実習させる
どのようにや今て 商 22 上記21申場合と同線I~ L-τいるが.更広告グループは「自転車」と r石油尭動機J というようにニつ
いますか の 以上巴hたり揖脅させている
1， お 授飢用品の脚上畑地伐に畑させられないので，生徒の代表疋よる噸蛸とし叩性捷
に見せている
回知iII1耐の指導を中心にLて.実技指認はしていない〈韓師由実験的骨解組立ての程度で生徒>>:見学〉
2; そ白血の方出でや守ている
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I 職業・家庭科技術指導の実態
(一) 時間配当からみた指導計画の実態
(1)共通に学習すべき学習時間
昭和n年度改訂の学習指導要領職業 ・家胞手!編に，指導計画を作成する基準
として，四つからたる基本的事項が示されている。とのうち，基準2は，必修
教科としての職業 ・家庭科の指導計画を立てる場合の，共通に学習すべき時間
数と，その時聞に学ぶべき群と項目について述べられたものである。
それによると， r必修教科としての乙の教科の学習K沿いては，各生徒が第
4群を除き，各鮮について少君主くとも 35時間学ぶものとする。」とぶされてい
る。各学校は，指導計画を作成する場合I'l:，少なくとも ζの基準によらたけれ
ばたらたいわけで、あるが，はたして時間配当の実態はどうで言うろうか。
ζの調査に沿いて，各学校から捷同じ亡もらった職業 ・家庭科単元鹿当一覧
表をもとに， 学校規模別!'L，各群の配当時聞の割合を概観してみることによ っ
て，職業・家庭科指導計磁の概要をつかみ-たいと考える。
l 共通に学習すべき時間数
第1の1表 見女共通必修の学校続模別 ・群別・ 学習時閣議女表
閣 群別・学習時間数 % iえ告部の省三位議王宮| t I 2 : 3 5 1 6 I 計 l時時)間に(17対E l する%
3 1 43 25.41 29 17.21 37 2/.91 33 19.51 27 fふ01169 100: 96. b 
6 137 27.8130 22.6122 16.5125 18.81 19 14.31133 /00: 76。
9 164 29.0143 19.5142 /9./123 IO.j148 2/.91220 100 125.7 
12 1 24 /3.71 33 18.91 42 24.01 51 2中./125 /4.3175 100 100 
18 1 32 16.51 44 22.71 48 24.71 36 18.61 34 /7.5194 100 1/0.9 
24 I 17/5.71 22 19.6I22 /9.612320.628 2.501112 100 bJ.O 
合計引7(2/叩 1ω万13(21川 仰の:181く18…
注 %，は学校規模別に各若草7JUの間分時間の割合を示す ( 1校当り平均時間数〉
第 lの l表は，男女共通に学留すべき時聞にヲいて3 学校規模別(乞，群ごと
に， 各学校の平均学習時間数を求、わ，各若干別の配分割合ι文部省基準の共通
に学習すべを時間の合計17ヲ時間 (3ヲ時×ヲ(群)=17ヲ時)i'L刻する比率を示した
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ものである。
Cの表による九学校茨荻， 6学紙 24学級のさ学綾子除いては，一応!文部省
基準の175時間の学習時聞を配当していると考えられる。
ことで問題となるのは， 24学級規模の都市の学校であるが， 1群はともかく
として，2群 3君宇佐ついては少なくとも，基準35時間以上の学習時聞がとら
れているであろうと予想していたのに反して，また，他の小規模学校に比較し
ても，意外に配当時聞が少たいという点である。
そこで，6ザ紋， 21学級規模の学校は，はたして基準の学習時間在妻美とっ
ていたいのかどうか，について検討してみた結果，共通外の「残りの時間」に
くり入れて集計していることがわかった。それによると男女共通の実質的た学
習時聞は，文部省基準に近い時間数がでている。
い忠男子の5若手についての全学習時間数と，女チの l群，2鮮，3群， 6 
群についての各学理時間数をみれば，そのととがわかる。
第 lの2表は，それを数去にしたもので，男女共通に学習すべき実質の学習
時間総数とみるととができる。
第1の2表 実質の男女共通必修の学習時間総数
男子ョースの5若手・女子コースのし2.3.6.者・についての学畜時間
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の傾向についてみてみる ζ とにする。
2. 学校規模別・群lU学習時間の配分傾向
(3t 51t翁
ド時間ゐ 第1の1図
510 [男女共通必修の群別学習時
間・学校規雄別配当の各若干
別の傾向]
3 6 匂 12 18 24-
ゆ 6翰
との第 lのl図の，集計，平均については多少の問題はあるが):jな公よその
傾向を3なさえるために用いたのである。
(1 ) 第 1群について
① 3学級， 6学港北" 9学級規模の農山村，平村の学校は，予想返り第l
群に学習時聞の配分が多い。
CID 12学級規模の学校が， !nJ場の18学級規模の学校より低いととは意外で
ある。とれは， 3群， ととに5群に基準以上の時聞を配分しているため
であろう。たぜ l群よりも5群に多く時閣を配分しているので量うろうか0
5群を重要視しているためか，第 l群の学習の教育条件ーが整っていない
ためなのか，その理由については判明したい。
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(2) 第2群について
① 3， 6学級規模の学校は，最初予怨した配当時間数がみられるが，
9学殺規模の学校は意外に配当時間は多くとっている。
②都市24学級規模の学校では，22時間という低い時間数を示している。
乙れは，自i越したように，共通外の学宵領域rL，共通の学習内容を組み
入れ，指導計画をたてているためである。それに・しても，第 lの2表に
示されているように2 都市1'L:lなげる女子， 第 2群の全学習時閣の平均
が， 30時間程度では妻子ましい傾向とはいえたν、。
(3) 第3群について
① 第3群についての学習時間は， 6， 24学級規模の学校在除き，基準以
上の学習時聞が配当されている。
② 6， 24学級規模の学校に3ないても，共通外の学習時間主加えると，第
lの2衰のように，一応基準の35時間に達している。
(4) 第5群について
① 第lの l表をみると，小規模学校必よぴ都市の大規模学校では，器準
以下の配当時間数を示している。第lの2表によ り，男子第5群の学習
時間数をみても， 9， 24学級規模の学校では， 28時間程度の半均学習時
間数である。とれは3 男子の家庭的内容の学習の困難性を示すものか，
また，男子には，第月静的内科の学習は不必要であることを言葉味するの
か，今後検討すべき問題があるといえよう。
② 12学級規模の学授に3ないて，平均タ伊寺間近くの学習時聞が配当されて
いる笑態は，指導教師の関係からか，それとも前述したように，第5群
を重要視しているためか，ともかく 12学級規模の学校では，第 l群と第
6群の学習時聞は少主主く，その余分時聞を，第3群，特に第5群に多く
まわしているとみてよいであろう。
(5) 第B群について
①共通にたける第6群の学習時間は， 9学級規模の学校を除雪，全般に
30時間程度である。 ζれはE_-ζでも，第6若手の学習内容については，他
の群の学習に組み入れて，一体的に学習が殺されている傾向が強いとと
を示すものである。
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3.学習時聞の群別配当の苦手l合と学校規模別の傾向
% 
3lo第1の2図
210 
E男女共通必修の学習時2間・群別・
配当の割合と学校規模別の傾向]
!lo 
123 
(3暗雲紛) (6羊扱)
3 
I 2 ~ 5 6 
(守学事正) (12噌j'，;') (18学級.) .( 24サ紋)
第lの2図にみるように， 18学蔽， 24学級規模の都市の学校では，基準にそっ
た時間配当の割合いをもって，指導計画が立てられているといえよう。
3， 6， 9学級規模の農1M寸， 平村の苧校は地域性を尊重するという立場
ι指導教師が l群専攻の教締が多ν、という実情からであろうか，農業的分野-
t乞重点を3ないた指導計画が，立てられているという傾向が強いようである。
ただし) 9学級規模の学校にたける第5群の学習時聞についての。配当割合
は， 10%という基準の半-分程度で3 問題があるようだが，第lの2表を参照す
れば明らかたように，実質的には，恭準の平均35時間を越えているのである。
第iの2図からみて， 12学級規模の学校に:jB-ける，第5群，第3群に重点を沿
いた指導計画のたて方?と，一番問題があるようであるが，との点については，
沿って男子沿よび女子コースの，全体的学習指導計函の項で，さらにくわしく
検討してみるととにする。
(2) 共通に学習すべき第2群項目別の学習時間
官Il項で，共通に学習すぺ営学習時聞に関して，学校規模別trc，各群別の学習
時間や，配当割合について，種k現場の実態をみてきたが，この調査の中心的
-11 -
ねらいである第2群の学習計画に視点をjないて，男女共通陀学習している第2
群の，製図，機械，電気， フドエ，金工についての学習時間や，配当割合たどに
ついてみてゆくととにする。
1. 第2群項目別・学校規模別学習時間数
第1の3表 男女共通必修の，第2群学習時間の学校規模男1.項目別配当時間数
7ま 第2群 ・項目別・配当時間の平均時数 す文配く3部5る当時省94〉時恭に準対聞製図 |機械電 気|木工|金工初他| 言十
3 1 6 9 2 29 82.9 
6 12 9 7 2 31 88.6 
9 16 14 9 2 42 f21).O 
12 12 9 9 3 33 91f..3 
18 13 I1 1 14 6 44 /25.7 
24 8 3 1 10 22 62.9 1 
~--1 言十 12 9 I 10 2 34 (97.1) 
仁里担〉
第1の3図 ( 1校当平均時数〉
製図 4鈍 オ~， 需E 丸
20 
水;r.. 金エ ;t のイ也
15 
10 
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男女共通必修の第2群に関する学習時聞は，文部省基準の各群当り坊時間の
配当I'L対して， 各校平均して34時間 (97.1%)という配当実数た示している。
さてそれでは， ζの学習時聞は， 2群の各学習項目にどのように甑当し学
習指導が恋されているのであろうか。それらについて，はっきりさせるために
まとめたものが第Iの3表沿よび第lのヲ図である。
第 lの3表，第lの3図かも，つをのととが推定できる。
①男女共通必修の第2群の、学習時間は，その大部分が 「製図の基礎_j，機
械ー「整備修;包_j，電気ー 「保守修理」の学習指導に当てられている。
とれは，学習指導要領の指導計画の基準に示されているー 「内容の組
織」の哀の，第2群のO印のつけてある項目について学ぶものとする一ー
という指示によったもので，当然といえよう。
②製図 ・機械・竜気 3項目の学習指導については，各項目どとに平均10
時間程度左配当'L，訟の訟の一つのプロジェクトを選定して学習をすすめ
るといった傾向が一般的である。
③ 木工・金工， 2項目の学習指導については，①印のつか主主い共通外の学
習内容境問である関係上，男女共通の学習内容としてとりあげ，指導を行
っている学校は，非常にわやかである。木二r.で、は実施校全体で40険，金工
では30被あるにすきJたい。
④ さちにとまかくさぐってみるたらぽ3 製図の.学習については1 学校規模
別による裳呉は少主主く，県中是非:佼長会編中学検職業・家庭科指導の手以き
く以下「県中主主指導の手ぴき」と略称する〉に示された学習時間， 12時間
という標準家が大体に採用dれていると考えられる。
⑤ それKつぐものは電気の学習で，標準集陀示された1時聞に対して，平
均10時間という実数がみられ，とれも「県中事実指導の手びきJI'L準拠して
いるζ とを示すものである。
@機械の学習は， 3項問のうちで最も学習7て困難をきたしている実情にあ
るように思われる。
農山村の小規模学校では，学習時間の配当が少たし一応配当時間数が
最高を示している9学級の学佼にないても p 一台の農機具を一学級盆員で
取り扱うという実情で，こんどは，モの内容や3 設備に問題がある。
-13-
ねらいである第2鮮の学習計画に祝点を3ないて，男女共通に学習している第2
詳の2 製図，機械，電気，木工，金工についての学習時ぼや，配当割合たどに
ついてみてゆくととlてする。
ヤ玄関寸tT1のアエ 銅モl:「;日 ;rJL
U:ljlj1171jji(芸
品-121寸 寸つ，---7-~I- 江戸f;了
第1の3図 く1t受当平均時数〉
ID.杭 吃丸
水エ 会エ 唱の 1也
15 
10 
5 
ロL-J円_n.t=' C::O C"" r 
.:3 O '1 12 1目別 t.I''lI 3 6 q 12 /8 2~ 平均
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男女共通必修の第2群に菊する学習時間は，文部省基準の各群当り35時間の
配当に夫lして， 各校平均して34時間 (97.1%)という配当実数を示している。
さてそれ℃、は，との学智貯聞は， 2群の各学習項目にどのように配当し，学
習指導が恋されているのであるうか。それらについて，はっきりさせるために
まとめたものが第 !の3表訟よぴ第lの3図である。
第 lの3表，第!の3図かも，つぎのζ とが推定できる。
①男女共通必修の第2群の‘学習時聞は?その大部分が「製図の基礎J1 機
被ー「整備修理..1，電気ー「保守修瑚」の学習指導に当てられている。
ζれは，学習指導要領の指導計画の基準''L.示されてν、るー「内容の組
織」の衰の，書籍2群のO印のつけてある項目について学ぶものとするーー
という指示によったもので，当然といえよう。
②製図・機械・電気 3項目の学習指導については，各項目どとに平均10
時間程度を配当し，訟の訟の一つのプロジェクトを選定して学習をすすめ
るといった傾向が一般的である。
@ 木工・金工， 2項目の学習指導については， 0印のつか主主い共通外の学
習内零項目である関係上，男女共通の学習内容としてとりあげ，指導を行
ってν、る学佼は，非常にわ今かである。木てでは実施校全体で4Dl変，金工
では30j交ある?とすぎたい。
④ さちにとまかくさぐってみる主主らぼ，製図の学習については，学校規模
別による差異は少たく，県中学療長会編中学検職業・家庭科指導の手広き
(以下「県中築指導の乎びきJと略称する〉に示された学習時間， 12時間
という標準築が大体に採用dれていると考えられる。
@ それtに乞つぐものは電気の学習で，標準案tにて示されプたtl日I ~時寺間に対して' 乎
均i叩O時間とνい、う弓実4数がみみ」られ， とれも「県中築指導の手びをJItr:.準拠して
いる ζ とを示すものである。
@機械の学習は， 3項目のうちで最も学習に困難をきたしている実情にあ
るよう?と思われる。
農山村の小規模学校では，学湾時間の配当が少たし -};6，配当時間数が
最高を示している9学級の学校に沿いても，一台の農機具をと一学担金員で
取り扱うという実情で，とんどは，その!*;容や，設備に問題がある。
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郡でh24学級茨撲の;学被では，学級数や， 一学級当り人数の多すぎるζ と
がわざわいしてか，これまた学習時間が少たい。それに比絞して， 18学級
規模の学校は，それでも適切放時間配当の傾向がみられる。こうしたこと
や，今回の読査全般からみてもいえるととであるが，18学級規模の学校
は，中学校l'Cj甘いて，経営しやすい規模ーの学佼といえるようでるる。
ところで， とうした第2群の学胃指導は，各学後規模加Yてよってどの項目
に重点をないて指導計画をたてているのであろうか，前項でその概要はつかみ
得たとは思ろが，第 iの4表により，そうした点陀ついってもう少しふれてみ
よう。
2 第2~草項目別・学校規模別学習時間の割合
第1の4表 男女共通1削疹の第2群常習時間の学校規模別 ・
項目別・時間配当の割合.
J!? 一…同寸2盟関機減I活気I木工I金工 平間2均群l時校配数当当涛り
29 
31 
91 :>1./1 3/.61 21.51 5./1 G1 1/.7 42 
12 369/2O4a 452 q o 
33 
8 1 D. /1 25./ 32. ~ /2.8i 0.' 0. 44 
十寸7 「 ?iづ| 22 34 
(平均)
との表からいえるととは，
① 全体的にみると，配当時閣の割合は，製図は36.7.%竜気は28.3.%，機械
は26.1.%とたり，重点の沿き方は， 1製図， 2電機， 3.機械という)1頂を示
してv、る。
② 学校規模別にみるならばz ヨ学級 6学級， 9学級， 12学級規模の学校
は，費量図のさF胃に最も重点をむいて指導31画を立ててv、るといえよう。
第2詳の指導計画が3 とうした傾向を示しているのは，製図の学習がすぺて
の基礎として重要であみという一般的た考え方によるととと，一両，他の項目
にくらべてr 指導上の種A の困難性が割合に少なく，とりつきやすいという理
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FH にもよる2二考えられる。
しかし教育内容の重要性からいうならば，製図，機械，電気のどの項目も
みた重要であって，差はつけにくいであろう。
してみ忍と， ζの項目別配当時閣の割合(第 lの4表〉にあらわれた現場の
実態は，第2群の学習の困難性をよく表わしているといえる。すたわちその教
育内容の重要性という ζ とよりも，他のいろいろの条件に強く左右されて，学
習時間の配当が決定されるという笑憶にあるようである。職業・家庭科全体に
ついていえるζ とであるが特に第2群は，施設の箇2 教師の商が強く学習時間
の配当計画に影饗してν、るようにみられる。 rの調査は， ζ ろした問題につい
て， くわしく解明するととがそのねらいであって，後述の各項目別の調事長結泉
でさらに検討したい。
(3) 女子向きコース ・男子向きコース別学習時間
必修教科としての職業・家庭科の学習時間配当は3 学習指導要領一般編(昭
和26生存改訂版〉によると，各学年 rl05~凶OJ 時間である。 したがって 3年間
では， r315~420J 時聞にたる。 ζのうち共通に学習すべき時間は，第4群自己
除いた各群を3 それぞれ r35J梓間学習するので合計 r175J時間と法る。
したがって，学習総時間数 r315~420J 時一共通時間数 r175J 時= 円4O~
24雪」時間， とれが「織りの時間」である。
この「残りの時間」が，女子向き， 男子向きの指導計画の相違により， 学習
時聞の群)jIJの配当がちがってくるのである。
乙のさ学習時聞の配当関係を図式化すると，つぎのように友る。
第1の4図
|←---，c- B . →|←ー-A一一十一一c一一→|
140 245凶 105 ~ 140 140 245 
く女子共通外学習〉 (共 通 学習〉 (男子共涌外学習〉
|←一一一女子向コ」ス学習棚一一-.1
←一一一一男子向コ F ス学習時間一一一一一→
第 lの4闘の共通学習Aの部分について， その学習時間や，内訳としての，
¥ 一15-
• 
群別配当割合， さらに第2群の項目別学習時間のとり方君主~'を l ζれどでの項
で種k検討をしてきた。
そとで， とれから男子ι 女子の学習コース別に， それぞれの学習時間や，
また学校規模別に，群別主テよび第2群・の.学習傾向たどについて，その実態の概
要をみるととにしよう。
各コース兄IJ.群別の学習時間数
」~アβィl
m 通外|共 通|
/〆 (男子向コース学習時間)
第 1 の 5喪~ ~ 
限ぞ 草子向コースの常習時間f 2 3 5 I 6 計
3 1/3 74 62 1<1 27 JI6 
6 1J6 85 52 28 74 alli 
q 157 q5 80 J! 48 42O 
'F 55 Q4 14 54 28 ]15 ，. 5イ 110 ，1 1/8 3! 33 3曲
74 主主 1/0 117 沼 10 ]1> 
計耐勺} 1々 (/5 8A 37 37 v: 
(晶子町1枝当ゆ平均総時間数)
ぷL2羽削
舶の 6シ------<女子一学問)~
潜建
ヨ
6 
q 
12 
18 
14 
!tl判〉
~号、句コースの学習時間
f 空 3 5 6 計
48 34 48 /QO 30 350 
48 ，6 35 168 28 ，15 
61 45 >6 108 50 420 
75 ヨ8 dヴ /7] 百 ヲ15ョ。 47 44 705 1Q' '150 
78 30 35 3明 31 315 
40 ヨ官 44 IS<l I 34 |〆
下 一~-I
-r--' 
(女子町1校舎当IJl'Jl均晶時間抜)
{女子l句第2群項目別学習時間留守1的'，8表へ)
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2. 各コース別・第2群項百別学習時間数
第1の7表 [男子尚き第2群項呂別学習時間数〕
|』¥欄¥宇続¥田¥時¥間数 男子向舎第 2選手項目別殺習時間
製図 |機械|電 気|木工i金工|その仇 | 言十
3 16 21 13 12 3 9 74 
6 16 31 15 13 5 5 85 
9 23 33 1 12 3 13 95 ， 
12 24 24 I1 18 5 12 94 
18 24 28 22 5 1 110 
24 22 28 14 15 う 110 
計く平i如 21 18 15 6 9 95 
く1j受当平均時間〉
第1の8表 [女子向き第2耕項目別学習時間〕
JT!? 女子向~第 2 群 項目別学習時間製図機械|電気|木工|金工 |その他| 計
3 12 8 1 。 2 34 
6 13 1I 9 2 。 36 
9 15 1ラ 1 2 。 2 45 
12 12 12 
121ιw， 2 。18 13 1 3 。 。 42 
24 14 う 10 。 。 30 
計 C平均)I 13 10 1 0.5 38. 
C 1;佼当平均l時間〉
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3 各コース別・群別学習時間の配分傾向
女子共通外
議長1/1/ 1仰 |山 I I 
Ld(女子附刊について的州時間配当抑制1丹市へ) 4 
(7nl均コ一丸学習時間的詳nJ割合)
(4~挙) '5.1:単f
EJ4q f幽益 、 | 
」一一~一一一ノ
{男子陶器12鮮についての学習時間配当鋼会第1町 8図へ)
-~18 ー
各コース別・第2群項目別学習時間の配分傾向4. 
~ 《箇~H!)
国
1
46H 
回
E1 
‘B 
〔女子向き第2殺の学習時間の項目別配当割合〕
f検検l
l ~/.4 Iμフ
|2ιS 111.3 
:r=こコ羽7
¥五》
3[三一一
第1の7図
? ????
。????
???
?
???
¥ 
l17.1 1/5.7 14.11/Zq 1 
|釦1.ιf仰J
| f江7.l 1/8g 1 話叫‘|レ12.九6 
l25.7 河 7 l3.qIIO.7 
f電)¥) ("'-"J (企U 川船
【男子向~ ・ 第2瀞の学習時間の項目別盟主均衡j合〕
E争
Eワ
下回
色f
/ 
3 ~こ;
第1の8図
?
? ?
。????
???
24 ~ 
(l!lIl1lJ 
， ? ???ー???
??《????? ?
製図一機械製図ー「製図の基礎」についての指導実態(二)
学胃指導要領では，製図学習のねらいについて，一一各種の図面を正しく読
み，かつ簡単たものを正し〈製図するための知識，技能をJきにつげるーーと述
「建築製図」主主どが学習項「電気製図」
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「機械製図」べられてるるo そして2
固としてあげられている。したがって，とれも製図項目の蒸礎とたる製図方式
があるで、重うろうが，学習指導要領で、は，日本工業規格 (J1 S)に定められ
たp 製図通則「一般工業に適応する共通かつ基木的主主製図についての規定」
もとの製岡の基本事項と考え， ζれを機械製図の中に含めて，男女共通の基
礎教義として学習させようとしている。
われわれは，とれを「製図の基礎」というふうにとらえ3ζの調査で， ζ う
した製凶の基本的主記事:項の学膏は， どのように指導が行われてν、るかについ
て，各学校の実態を種点考察してみたもめである。
(1) 指導計画のたてかた
指導計画の作成にあたり，箱設，設備，教員組織たど，留意すぺさととがら
が多く，指導計画のたてかたといってもI V、ろいろの方法がある。
いま，その指導計画のたてかたについて，男女の学級編成という面からみた
各学校，規模別の傾向を示したものが次の第2の l表である。
第2の1表 学校規模別・指導計画別学校数
員事 別主幹 別学 男子のみ k 二F副官l男女共学 言十問教材 夫教材 実施実施令ず
3 8 4 仏)
。24 
(、守~3.3) (29. /)1 (16.7) (1<:'.7) (0) (10) 
6 3 10 
15 (1) 。 。19 
(/5.8) (52.6) (2ら.3) (5.3) (0) (0) (100) 
9 5 
。 。 。 。 7 
(14.3) (7/.4) (f/J..3) (0) (0) (0) (10) 
12 2 
。 。 。 5 
(20.0) (40.0) (20.0) (0) (0) (20.0) (10) 
18 ラ 2 
。 。 。 。 。 5 
(60.0) (40.0) (0) (0) (0) (0) (10) 
21 3 
。 。 。 。
一一旦i
。 3 
(10) (0) (0) 一一」虫一 (0) (10) 計 19 26 1 5 (め 63 (30.2) (41.2) • (17. 5) (7.9) (U，) (1. (，) (10) 
〈注) l. 表の実数は，学校数を示す。( )内の数は%を示す。
2. この学校数は， r製図の基礎」誠査の回答校数を示し，今後の集計の謀本
数である。
共通必修としての製図学習は，どとの学校も非常によく実施されているとい
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う結果は，学習時閣の配当割合にみられたがs との表にもそのととがはつぎり
止で、ている。金保実施していない学校は，調査校数63校のうち， 1淡にすぎ'td.
い。女子は浮き施していたいというヲ校を，来実施校のうちに加えても，全体の
10.%にすぎたν、。県内中学校の90.%は，男女共に「製図の基礎」学習が実施さ
れているという2 よい結果を示してν、るわけである。
しかも，来実施佼10.%については，農山村の3，6学殺の小規模学校が大部
分を占める実情であって， 9学級規模以 kのさ挙後では，実施率100.%と次って
いる。
さてとれ>bの学校は，どのように指導計画をたてているか，その一般的傾向
Kついてみると，，&-のととがν、える。
<指導計酒のたてかたの一般的傾向>
① 3学級の小規模と，18， 24在学級の大規模学|交では，大部分が男女共学に
よる学干与の，指導計聞をたてている。
② 6， 9， 12学殺の中規模の学校では，教員組織，施設，設備などの関係
から，勢女共学は困難a性が多いらしく，男女5:liJ学による指導計画のたてか
たが，大部分を占めている。全体的忙ながめてみても，男女別学で同教材
による学習指導計画が， 4.1.2.%という最も多い割合を示している。
③別学で異教材による学習指導計画は，小規模の3，6学級の学佼に多く
みられ，学校規模がノミをくたるにつれてなくなる。 ζれは，女子コ{スを
2群専攻以外の(主として家庭科専攻〉教師が担当する関係上からくる2
指導内容のちがいによるものと考えられる。しかしそれも，全体で 17.5.%
程度である。
(の単元の組立てかた
製図一機椀製図の分野の，指導計画を立てる留意点として，学習指導要領
(17頁)~乞は，っき'のととが述べられているG
留意点(2) 第2群の他の分野に先行して学習させるととが望ましいもの，
融合して学習させるほうが望ましいもの，
単独に学習させるほうが望ましいものs
を区別し効果的訟指導計闘を立てる。
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とあるが，現場ではp これらの留意点を左 ζ まで考慮に入れて，指導計画
や，単5tの組立てを行っているか，そのことについてみたものが第2の2表で
あるの
第2の2表 単元組立ての類型書1~1j-覧表
木工・I I I I 
2sb|3霊園小その他|焔せず鳩山|合 計
3 
6 
5 
3 
元主 I I 
2 24 
19 
第2の2表は，学習のさせかたからみてs つぎの問つに分類し集計したもの
‘である。
1. i製図の基礎」は，独立した単元に組立てて学習させている。
2. i木エJ r金工」の製作製図といっしょにして組立て，その前段階として製図の
基礎を学溜させている。
3. r機械製図」 の 「ボルト・ ナット」等の単元といっしょにし組立て，その前段階
として製図の基礎を学習させてい否。
4. その他の方法亡単元を組立てて，学習させていあ
U~2 の 2 表からいえるととは， っき併の点である。
① 製凶のよ長礎i>>fr.習を独立した単元陀組立てて学習させている是非核は，全体
の73%で大部分をしめている。
② 2の木工，金工の製作製図といっしょにして組立てている学校は16%あ
る。
ζのととはg 県河中学校のれ90，%近い学校に治ν、て「県小案の指導の子び
き」に準拠して，単元の組立てがなされているととを示すものであるう。
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..L....L. 
第2の 4表により，学期別 VL~}j{g~1・ìêjの実態をみると 2学期VL44%， 1 
学期VL35%，3学期iL17%という割合にたってν、る。 2学期， ヨ学期で計61%
の学習率を示し，望ましいとされている l学期法35%と少主主い。とれは，農業
的分野の内容は，季節的制約があり，主として l学期に学習計画をたてる必要
から，製図はいき主まい2，3学期にまわされる実情によるものと怠われる。
何時間配当
時聞はdのように配当してν、るか。とれは「製図の基礎」友独jJ.の単元に組
立てている場合と3 それ以外の分野項目といっしょに組立てている場合の二つ
のちがい陀より，時間数はかわって くる。いま後者の!場合も， r製図の基礎」
にあてている時間のみをとりた、して，その学習時間(iLついてみると
平均 最高 最低 高~低の差l
} という数が山ている。
15時 34時 4時 30時 !
第2の6表 配当時間数 指導技術の内容や，方法，教師
時\間\正ト実数こ。~11O 号未さ 計 % 
施
4 以下 2 (3.2) 
5 - 9 。 3 3 (4.8) 
10 - 15 131 9 40 . (6，3. 5) 
16 - 20 8 3 1 (/7.5) 
21 - 25 2 3 (4.8) 
26 - 30 
31 以上 (1.5) 
一未実施その他 3 3 (4.8) 
計 43 17 ， 3 63 
% (，8.2)!(川 )1(4.8) (100) 
註 10"""は独立に単元を組立てている場合・
のさ芋俊
11"".・は似の分野項目といっしょに単元
を組立てている拶治の学校
tte'との関係を考え主主いで配当
時間数を問題にする乙とは当を
得たいのであるが，形式的主主二
つの商からみたわけで、ある。
「県中案指導の手びき」に準
拠して， r製図の基礎」単独で、
学習する学授が多い隠係f:. 10 
-15時間配当の学授は63，;%で
大部分を占めてν、る。
「県中案指導の手びき」に示
された内容石と学習させるには，
12時間程度では不足のようであ
るが，との表からもそのととt宝
うかがえる。学習時間9時間以下，特に4時間程度では，技術学習はまったく
困難であろう。
学習内容や，方法との関係に沿いて配当時聞をみてみれば，さらにその実態
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がはっきりするであろう。以下学習内容を中，i).tfL検討を加えてみよう。
(5) 技術指導の内容および程度
技術学潤の指導内容やp その程度，深さをさぐるというととは容易たζ とで
は友い。教師の指導力・指導方法・学費時間・施設・設備 ・または生徒数君主ど
を関連的にみてゆかたけれぽ，真の実態はさぐり得たいであろう。
しかしp今回はそうした総合的主主調査をやるまでには3手を広げ得たかったの
で，r県中築指導の三子びきJIfL示された指導内容との関係をみたがら，表面的主主3
1号沿よその指導実態ιその内容たよび程度の概要を推定しようと考えた。
調査は，次の調合i票によって回答を得てまとめたもので言うるがz 調査察質問
事項のねらいを，次の 2点に治ν、た。
(1) r県中案指導の手びき」をe'う病用しているかをみる。
② 「製図の基礎」技術の最少限の指導内容と思われる，指導単位[0項目を
提示しとれの指導をと実施したか，否かをみる。
第2の7表 (調査察〉
製図の謀 l県中築指 12 長て「会製い縦図る。の「・基中礎学校」級の指業都・妻内家容庭科と指そ導の友の銀手いは， 新潟県中学校ぴ~J によってやっ
礎技術の 導の手び
きとの関 13 rl1母情校に職そ業く・家庭科指迫の手び内容き」をを参考にして，争校
内容はど 係 の突 して，それ以上の 加えてやっている。
の程度ま 14 考吋変独自の立場で内容を編成しでいる。
で指導し 指導 指導単闘員をかく陣織可否 指導単位項目割、<1実施可否
ています 内容 1.;1梨凶の約束 6.円・円弧をかく
も、
を明
示し
2. ~使健闘用、決用具の名称と l | 7.寸法線をかく
て下 3.水平線のかき方 8・投三影角法図コ法く第一， j 
ざい
4.室直線のひき方 9. ，j・法の記入法
5. >>'~臓のひき方 10作図
〈注〉
1 社賠か会い副て謀経下策さ的議い.知識pら概のん指不ぎ足畏論の頁場目は合の日紙ぞ協添~ま布すの.高こ自左2説. 印刷してある指迫単位にお つ指導け単，位11以項下目にをは全部さ
不用
調査票の質問に対しての回答も 学佼規模別に，指導計画の立てかたのちが
いによって区分し， 集計した結果は第2の8表外3表のとヰなりである。
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く県中案指導の手ぴきとの関係，および指海の単位項目>
① 指導計画が男女共学，別学問教材の場合
第2の8表
器対県中開時間之の鵬|持関駅回答
12い3 14 I刈 計1~!~I~í~'I~;::19 1 101開
3 4 15 4 15 
6 10 2 13 2 13
9 う B 6 
12 2 3 3 
18 ， I 3 2 5 1 22 ち
24 2 3 3 
ト
官十 31 10 4 (s q) 45 11一|刊% (t，8.9) (2.2) (100) 
ドヰ\4121li!14 1Z4 叶~卜 4/イ6[7 [ 8'9 r件霊
里¥吉ぞ田協トー 一一の鵬|欄内聞司団施一切|酪12 1 13'i 14I不明I/il属国計1 1 2 13，4' 51 6 1 7 1 8 I 9 I 10撒
雪E23E合引laSE2lLL-二二三-_145 1 1I 1一|一11 12 12 ; 418 め
EI.…仰 21-ー1 1-11 I一一'ー1I 2 12 11 1 5寸 I女子コース /8.2 一 一 | 
22鉱爽 二一二二二二:_I-1-1-: -[ -1 -1-I 1 1-I 1 
その他 ー i ト2"1-=-lー
言十 1 1 16311121-1-1-[2 ;，4:51514 %162)(I6)U)仇oJ6133|(!-13j6h2ls j22qq! 
(注)① 別学 ・兵教材のく男子コース〉は女子コーλと直後するのではぷいた。
②右項の%は，各按:(，苛・指導単位噴自について指おしていない学校の割合を示す。
①各区分項目番号の内訳は第2の7表を参照のこと。
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① 「製図の基礎」の指導内容と，その取扱いを「県中築指導の手びき」に
よってやq てν、る学校は一一65.1.% 
② 「県中築指導の手ぴぎ」を参考にして，学校の実情にそくして，それ以
上の内容を加えてやってν、る学佼は一一20.6.% ・
③ 学校独自の立場で内容を編成している学校は一一7.9.%
との結果からみると，約85.7.%.は 「娠中案指導の手ぴき」によって，実施し
ていることに放る。すたわち，中学校職・家の「製図の基礎」の技術指導は，
「県中築指導の手びきJ('1:示された最少限の内容「最少限これだけはぜひ身に
つけさせたいと考える内容J と，その範凶，程度にたν、て，県内中学校の8割
の学授が，技術学習を実地してν、ると判断してさしっかえた、いわけである。
しかし，これが真の実態で、あるといえるかどうか，戸tr述したように，学習内
容の程度，深さまで判定すると捻ると，さらに他の教育条件との連闘の上で調
査する必要があるわけだが，今同は，乙の調査で，でき得る限りに沿いて，技
術的学習内容の程度，深さ喜ともろ一歩つつ乙んで検討してみよう。
(6) 技術指導の方法からみた指導の実態
ととでさらK，技術の指導方法の商から，技術指導の実態左明確にずるた
め，次の質問を提示した。
第2の10表
1 糾線をか<(議官与問)
2. 軍首線をかく
3. 斜線をかく
4. 円，円弧をかく
5. 寸法線をかく
以上ラつの突樹鴇はどのよ
ろに指導していますか
????????? ?、??
????
?
???
? ?????? ????
? ?
?????
??? ??? ???っ??
?
?????
? ? ?
???
?
?
?
??? ?????
?
?，
??
r製図の基縫」で，水平線，垂直繰，斜線， I.Y・IJj弧寸法線については，基
本的に，正しくかく練習は， くりかえして何耳か糠習し身につけさせる必要
カ王ある。
「県中築指導の手びき」によって笑施している学校たらぼ3 との五つの棋の
練習は3 必示、行われているはデであるが，はたして実態はどうか，方法両から
その実施内容をみようとしたのがとの調企のねらいである。
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。問15は一一線の練習は各人帳閣にて練習させているーーといろ方法による学校であ
る。この対象校(主，実際には線の練習は実習させていなし、わけで2 削指務はやっ
ていない学校とみなすこ主にする。
。問16は一一線の練習は，各人繭用紙にまとめて練習させているーーという練習方法に
よるさ学J変である。この対象(J:'，線の主主礎的な技布附旨みはよくやっている学校とみな
す。
。問17は一一線の練習は，形式的には練習しないで3 工作図をかかせるときに指導する
一ーという実習方法をとる学校できbる。この対象校は，教師の取扱い方でちがって
くるが，問15と16の中間的な学校として，やや線の基木練習は，不徹底な笑技指迫
の余校とみる。
。 問18は一ーその他の絞選方法による学僚でらる。
との，ねらいによって質問した結果，回答は次のごとくである。
第2の1表 第2の12表
男女共学，ijlJ学同教材の場合 別学，具教材(女子コ ース〉の場合
JE 不明15 16 17 18lr E十 調印 16 17118 不その明他I計
3 4 10 15 3 2 4 
6 10 13 6 2 2 5 
9 4 B 9 
12 2 3 12 
18 3 5 18 
24 3 I 24 
2{8624168 ?} 
言十 10 3 1 45 
% (22.2 iJ.7(2.2) (100) 
2十 5 4 2 1 
% (45.5) (3".4) (18.2)1 (100) 
第2の13表 指導計画別にみた実態(全体集計〉
I!J瑚 15 I 16 I 17 I 18 I不明その4計
開仁1L|与に宇二if二
来実施校 | 卜 卜 12 1 2 
一一一一一一一ーし一一一一一目一一一一一l←一一一一一←一一一一←一一一一一一
計 17 135 1 3 1 3 1 5 163 
~ (27.0)1 (55.iJ)1 (4.8)1 (4.8)1 (7.9)1 (/00) 
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との三つの表から，次のととがいえる。
①製図用の綿をかく，基本的た練習をやらせてν、る在学按. (問[6の対象
校〉は，半数ヲ6%を占めている。
② 間15の対象校，笑技指導をやらたい，知識中心の学校は案外多い。
学校規模別にみるとs 農山村小規模学按陀多く，女子コースは約46%が，
知識中心の学習方法による学僚である。とれらのさ学校は. r県中案指導の
手びき」により実施していると回答しているのであるが，実際には抜本i守指
導を実施していたい学授である。
教師の指導力a 施設，設備の不備に起因するものと思う。
③ 男子のみ実施しているといろ学校に3ないても，問[5の対象校があるのは
やはり問題があろう。
以上，総合的にみてν、えるととは，前項までの調査結果では県内中学校
の田%近くの学授が. r以中主主指導の乎ひ守」により，技術指導を笑施し
ているとの結果が出てν、たが.rの調査により，実施校の割合は56%を下
まわっているζ とが判明した。
(わ技術指導の実習項目，方法と現有設備からみた技術指導の実態
技術指導の内容とその程度について，さらにつっとんで調べてみるために，
線の基本練習について，指導上εのようにくふうし，まとめの図面をかかせてν、
るか，について報告主求めた。ま?と，木工，金工の工作図を製図の基礎のまと
めとして作図させている学校については，具体的た図面を記載してもらった。
とのこつの図面左参考にして，その学校の線の練習を中心にした技術指導の実
際の内容と程度をつかみたいと考えたからである。
しかし ζの作図の評価だけでは，内容程度はつかみ得たいととがわかり，
どうしても，設備との関連の上でみた方がより適切で、占うると考え，炊のよう主主
表にまとめてみた。
E主 ① 次の喜美ー の!五分「製閃の基本練習」の項は，線の基本練習をさせるに，まとめ
として，かかせている練習閃・告さみて，こちらで各校の図面l内容から判断して，
整理したもの。
① 「まとめの作図」の項は3 製図の基礎のまとめとしてかかせている作図や，
また金工，木」こ，工作図の図面内容を整理したもの。
③ 「銀関用具」の項は，製図板〈口). T形定規 (T).三角定規くム〉その
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3 
他の別に1 その数百主を記入した。
④ l線の総習法」の攻は，次のことが示す…ー・く27頁を参照〉
15.・冗つの線の練簡は，版画.に11担当させている〈按有す指字詰はやっていない知識
巾心〉
16..綜の紋織は"各人画用紙にまとめて練習させている(技術指導はよくやっ
ている〉
17…線の練習は，形式的にはやらないで工作図をか〈ときまとめて病務する
⑦ l思案との関係の羽は…次のこと守点わす。
12…県中築指導の手ぴきによってやっているの
13 ・・ ・ 1県中築指~"íの手びきを参考にいそれ以上の内容をやっている。
14・・今校秒、闘で内容を編成してやっている。
③ 「校数Iは各項kも該当学校数裕久長わす。
⑦ O向]のあるのは，設備の豆iからみて，一応技術指務が可能と思われる学校を
示している。
第2の14表 写実現項目・方法止現布設備hからみた技術指導の実態
個人の1'1由
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6 
1.線 |:lj 
iji転lEけ 112j4
lzz;;l慨:ニバ }~
2.藤E丙
18.その他
寸法線のみ
:5i.満模型見取図
無 1器i3主7TZご才γ引叫肘叩オオ叫や特オ1る川iH
1河百百)[川|ドr門4ω1ヤ竹o50 34門ラ知 ~~i -， 
， 1門記伊v結釘γ ド11il!Hけ刷lj1れ付j!!|l市!1忠b;品ι込一→4タ
( 1 椴け i十mいiいい一い川リJo叫孟議i《
長::;7lifiJ
l回線
12.線と円
12 13.平面図形
4.米提出
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体31 袋閃の駄練習 !まとめの伺| 筏 l河;fJ単兵 !雪際早三
錦!内作と石高福重!zh谷一;長可丁、!崎J その位|詰!芸富島高
i線，円 I i ，ライメ~ i 1: 60' 60 50' 1 l' φ 21C 
じ位 |li24mi61ll(27f口 4h !?l lb 
l状ざし 1 I 2， 5 I 1セ γ、 21 12: 15 
|無 1 tI 3;， 50‘19 I 1<コγ?丸ぞI12， 16， 12わ1 .， -'1 -_. ， -，セ"0 1 .-: 
w i liJイイ I~:防長;ijillつふ
く用具合計) 1_ !176: ' 82~ I OO: !わ?(足口)11Ji ; 
1 1 1 1コYハス IlUI 1 1 ! I 1 'I I Iセ γ ト 41 : I 
I d 501 201 0， ; dL1:n:側面人也ち1121 河 13 
ぺ1444!iiiiLJU1F
1 I伺具合計〉 目 173181G1' '3'-l!:"ト 2! - I 
??『 ??
?
???
? ?
1.線，円
μ 12線，円，女字
乙の表から技術指導の実施状況をさぐってみると，まと去に憂うベを実態
が判明した。 ν、ま，設備の面からみて.-J(':技術指導可能と必われる学校IL，O
印をつけて，その学佼制点につν、て令析し， 1食付し亡みる;-r欠のようにたる。
① 3学級規艇の学校で，設備のimからみて15実施可詑と思われる学後は，
!被である。 ζの学校について，つぎのようた問題点を指摘できる。
。製図の法王i'tl1I習(:1:，個人の白陶にさせている……指識不徹成と忠われる。
。まとめの作図は兎符・・・中学今にはやや紙il'lJ.な教M・でムろう。
υ設備はI ~埋図叡， 三角定規がない… 三111定規(t.個人材ちとしても明間板はむ
りで肘i板，机宅古代用するとしても，j盟関は/'，正確となるの
。配当12時間では，兎手首までは無理である。
。 r県中年長~王手の手びi?J を参考にして，それNJ_の月容をかえて突犯している
と幸!(ilfされているが，そうで書、ればなおさら待!HJは不足となろう。
② 6学級規模の学佼で，実施可能と思われる学佼は 1;佼でるる。と ζでは，
。次の単元本工の「本立J è.関述して7 !:t:関の~木寺II手当も実砲されている。
。-角定視を個人もちとすれば，設備の商では-1ふG:少限の実習はやれると窓わ
れるが，教師は製図指導に自伝がな〈闘っていゐといろ。
。喫』血方法は，はつぎりしないが，知J!i(Hl心ではないよろず-;。
③ 9学級規伎ー の学校;土p 知識中心の指導訟の学校が4校あり，技術指導と
して相当程度実施していると忠われる学校は， 1 校も添い結果がtl~ている。
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④ 12学級規模の学校で， 0印該当校は2校ある。
o 2校とも，製図の五基本練習はやっているが，内容的には低B主である。
。時間配当は適切でなし、。まとめの作図としては， Vブロック，プフクエγ ドを
とりあげている学校が10時間の配当時間で，作図すとりあげていない学俺が22
時間を関当している。 1校はi時聞がたりず， 1佼は時間をもて余しているので
はあゐまいか。
⑤ 18学級， 24学級規模の学校で実習が不可能と忠、われる学校は2 なの訟の
1佼にすぎたい。
全般的に，学校掛実が犬き〈なるにつれて，設備や，技術指導の内容は高度とな
り，突践のあとが報告によ〈表われている。製図の基木練習の内容には，問題が浅
されているが，小規模学佼ほεではない。
教師の数や，指導力によってちがって〈る面も多いであろう。
とれまでKみてきた結果，技術指導官J穏と判断される学校は2 全体で10校，
16.%というととにたる。内界的にその程度を♂らによく検討してみれば， r製
図の基礎Jの正し¥r、技術指導の行われている学校は10，%程度と主主るようであ
る。 r製図の基礎」の指導について，県下中学校の80，%が， r県中築指導の手
びき」により実践をしているという結果が出て，楽観してν、たが3 指導方法の
商から実態をみるξ56.%と友司た。さらにs 設備と内零両から検討してみたと
ころが，実際の笑施状況は10%近くに急低下してしまったのである。
とれが真の実態とするたらぽ1 果下の製図の技術指導はまととに襲うべき状
態といべきである。
(8) 施設の現状
専用教室，準備安の施設状況は，次の表のどとくである。
第2の15表製図指導~手用教室 第2の16表製図用準備室
議ご毎|有l叶不問|計 盆塁i有|無|不明|計ー
3 24 24 3 18 6 24 
6 18 19 6 16 3 19 
9 6 7 9 5 2 7 
12 4 5 12 4 5 
18 5 5 18 5 5 
tI'-24 24 3 一一
言十 1 160 1 2 163 
_% U，I '(5.21 3.21 (100) 計% io i518/1立1旦J21.よl.!2邑
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(9) 製図指導担当教師の現状
学校規模別，教師の専攻静別からみた?製図指導担当教師の現況はっきも表
のとゐりである。
第2の17表 学佼規模別，教師の専攻若干別の分担状況
く男女共学による場合〉
長二¥塾1 2 3 5 6 1tT.:教科 |該学校数当
3 5 2 2 10 
. 6 3 3 3 
9 
12 
18 3 5 3 
24 2 2 園、 5 3 
一一一一→ームーーー 一 一
言十
% 1 (4の(1(，)1 (12)1 (24)1 (4) (4)1 (0)1 (/00) 
(注〉 仁〉内の数字は%を示す。
第2の18表 ぐ男女別学，男子.:J-ス〉
計!該当
|学後数正司Ftj戸川ょrl?の閉
10 
??
??
??
?
? ? ???
?
10 
ラ
16 
7 
第2の19表 く男女別生存，女子ヨ F ス〉
?
?
?? ?
?
% 
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との表から3 つぎのととが推定でぎる。
① 男女共学の場合l乞沿いては，
1.約40%は l若干守合主主の教師が指導を分mしている。
2.小規模学校における専攻群別の教師は， 1群の教師が多い割合を占める。
3.18， 2ヰ学級の大動議学校では， 5群専攻の教師がち製凶の指導を姐当する三容が多く
なる。これは学級数が多〈なると，どうしても時間配当の関係から， 5群専攻の
女教師も2~3常級をm.当しないと，共学による指導計画は立案できないことに
起歯するためと恩われる。
@ 男女別学，男子コースに1ないては，
1.1群専攻の教師が最高の64%を占めている。
2. 2群王手放の教師は20.5%，全般に2尉専攻の教師の割合は少ない。
③ 男女別学，女子コースに主甘いては，
1.女子コースの製図指導に当っている， 5 fr専主主の女教師は52.6%.約半数を出め
ている。
2. 1 ~詳帯放15.8%， 2群専攻教師は10.5%と，それにつぎ，おのおの女子コ{スを
担当していることになる。
(10) r製図の基礎Jの学習指導上の困難点および問題点
製図のや湾指導上の困難点や，問題点を教師の由¥施設，設矯の商， その
他g とそれぞれ回答を得たが，とれらを通覧して訟もなものをまとめると次の
とたりである。
①教師 の函
1. 2群の写字放教師がいないため，指務 kの閑難点が多い。
2. 2群の専攻教師の補完宏望台。
3. 1 j洋， 5群;専攻教師のみで， 2校専攻教師がほしい。
4.技術の指導力がないため，理論的な知識恥むとなる。
5.教師自身の主主図に対する知識や，指導力が不足している。
6.製図指導は，はじめてで，自信がな〈て困っている。
7. 5若干・その他2群専攻以外の教師は，製図の技術的知識が不足で3 単元はみお〈り
がちになる。
8授業時間の担当数が多しまた，他激科も多く拐当しているため，技術面の指導
に専念できない。
9.教師が不足している。 l教師で3-5教科を援当してゆとりがない。
~35 ~ 
10.一教師の担当分野が多く，昔労している。教員数を増加してもらいたい。
11.図寸て科担当教師の協力を要請する。
12.教師の技術研修が第一でふ為。
13.小規擬学校のため，予算が少なし教師の長術研修の機会がない。
14. 設術講習があっても，入手不足で出席で・~ないa
15.最少限10時間位の講習が必要である。
16.技術講習にはつとめて参加している。
17.研修の時間がない。
18.地域内で2君主専攻の数怖から研修を受けるa
19.工業専門学校の機械科卒と，建築展の経験B年の教師が2名いて，機舵生誕図，述
書長t翌閣は自信をもって指導できる。
①施設p 設備の面
1.特別教室がなく，古車教室で行っているので突昔話が困難であゐ。
2.~型関教室，製図J用具皆無の主とろでは，限定され技術指導ができ，ない。
3.制抑嘩わず，指導よ醐住な点が多いが，予算が少なく計関が立たないの
4.of!i設，設備不充分，最低必要の設備がほしい。
ち小・中学校合併で教室言関係がうま〈ゆかない。
6学校長の理解が少なし用具の購スが思うよろにでをない。
7独立校舎の設震が先決問題である。
8.同一市内でも，学校により施設，設備の差が大きL、。
9製図板， T形定裁がまった〈なし机を製閃板に代用している。
10図書筆，理科主主を代用している。
11国・県の設備予算の助成が必要。
12. t呆から，地教委，校長会に強力に働きかけて施設，設備をしてもらろ以外にな
L、。
③その他
1.女子コ戸九は，家庭料的内容指導のi時聞が不足しているので， 5群のl時間にまわ
されるととが多い。
2高校入試の問題から，生徒自体p 普通教科を重視し，職業・家庭科を軽視する傾
向が強い。
3按影図法の理解がわるい。
4.投影図法を数字で指導している。
5.図工科におし、て必要な技術令指導している。
6一殺の学力向上が必要。
7.長村地区の一年生には製凶学習は困難と思う。
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むす び
技術に闘する学習指導は，いろいろた要栄が関連して，カ動的に働くもので
あって，その実態をは握するととは，紙面調査ではまととに不完全である。
今回は，種A の制約からp 紙高調査ですませる結果とたり， i製図の基礎J
技術の指導笑態については，思ろように解明すると止はできたかった。
しかし， 今回の調査で，県内の製図指導のゐ沿よその実態はつかみえたもの
と足、われる。
製図学習は，工的分野に沿りるすべての基礎とたるものであって，重要主主学
習項目である。どの製図技術の重要性は，ど乙の学校でも乙れを認めて，学習
計画に組み入れ，生徒の身につく技術指導を笑施しようと努力しているとと
が，調査の前半からよく読みとれる。
技術学習には，他のいろいろな要索，すなわち，教師の出i.施設・設備の
面，教育内守容の菌2 指導計画立案上の問題たどの，種ノ々の条件の整備が大切で
通うる。
しかるに，現場では，こうした教育条件が思うようにととのわや，技術指導
の実施はp 容易たととでは主主ν、。
各学佼から提出された，学習指導上の困難点や，問題点についてみても，そ
のととカ王よくわ力ミる。
「製図の基礎」の技術指導笑践計画を立てた学校は，県内中学佼の約80%あ
ったととにたるが，それが3 いろいろの教育条件に制約されて3 技術指導実践
単校数とたると16%極度という実態で，県内の「製図の2幸雄J指導の推進に
は，今後一!習のきき力が必要である。
(三) 機械ー「整備修理」ーについての指導実態
機械ー 「整備修現」では3 機械署長具の構造と機能を理解させ，それらを整備
したり，修理したりするのにi必要な基礎的た技術を習得させ， くふう創造の能
力を養い，さらに進んで日常生活に沿いて各種の機械器具をAしく取り扱う ζ
とによって，生活を科学的tz:iejめるようにすると，学習指導要領にその学習の
ねらいが述ぺられている。さらにこの項目の学習では， i機械器具を構成して
いる機棋材料たらびに機械の要素，機構，組合せ方，正しい工具の使用法を学
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び，ζれらの機械器具の洗浄，給油，修理，部品交換3 分解，組立，調整えにど
に関する基礎的た技術を湾得させる」とその学科内容が暁確にされているが3
「県中築指導の三子びき」忙おν、ても，共通l必修の教育内容の最低浪度を明らか
にし，会県中学校にひとと主主り学習するよう，その実践をうたがしてきた。
われわれは， ζ の機械ー「整備修媛」について，主として基礎的主主技術の習
得について，どのように学習指導を実施しているか，学習指導計画， r県中案
指導の手びき」の利用，指導方法・学育内容・施設・設備・教師等いろいろの
菌からとれを調査し各学校の指導実態左みようとしたものである。
(1) 指導計画の立てかた
指導計画の立てかたといっても，いろいろの方法がある。いま，その指導計
砲の立てかたも男女の学級編成の面から，①男女共学，②男女別学で同教
材s ③男女別学で異教材， ④男子のみ学習(女子は実施せ歩、)，⑤男女と
も実施せ十の五つκ分類し，学佼規模別に，各項目該当校実数を示じたものが
第 3の i表である。
第3の1表 指導計画
6 
9 
12 
[8 
亡注)1.表の突事主は，学校数唱と示す
2.この学校数i主張帥ト「整備修理」調査の回答校数を示し今後の各項集計の基本
数となる。
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機織ー「整備修理Jt1:ついての学習状況寄り ζの表からおこがめてみよう。
との表で;指導計画のたてかたが，男女共学，)j1J学同教材， 5:jJj学異教材の三
つの場合lて該当する学校は，-);e;， 学習を実施した学校(指導計額はすぺて実
施できたものとしで〉とみるととができょう。
ナると，調査回答陵数， 63佼のうちs E実施後は431愛で，それは全体の約68%
というととにたる。
f製図の基礎」学習の，実施1変の割合は約90%だったのに比較すると，'22% 
低い。さて，指導計画のたてか交にういて，一般的傾向を学校規模別にたがめ
てみると，炊のとと治宝いえる。
<指導計闘のたてかたの一般的傾向>
① 男女別学で具教材による学潤指導計画が30.1%で全般的に多い。
とれは，男女性別を考慮して，学習のプロジェグトを設定しているためと
照、われる。
② 「製図の基礎Jqておν、ても，機紘一 「整備修理Jについても問機，男女
別ザーによる指導計闘が全体の半数を占めている。職業 ・家庭科学習内容の
編成の特性か~みて， また指導教・帥の寝耳からみても，別学のつぢが指導計画
がたてやすいためであろうか。
しかし，男女日IJ学指導であっても r基礎製図Jの場合は，同教材が
41.2，%'異教材が17.5%と具教材が多かった。しかるに，機柚ー「製備修理」
の学習は，別学で義教材が30.1%と逆に多くたり，同教材は J7.5%程度に
止まってν、る0・これは， r製図の基破」教材では，男女差-によって f官
ジェクト選定ょの考慮はさほど必要でたいが，機械の分野となると，性別
の考慮が特に必要であるととを示すものと考えられる。
@ r製図の基礎」学習を実施したい学校は， 1O，%'程度であったが，機械一
「整備修理J の学習では，未笑施佼(女子5実施せ十を含め〉の割合は，
3[.8%とはね上っている。 3，6学級の/J、規模1交と24学級の都市大規模校に
1ないて3 大部分を占める実情にあるところをみると，とれは，機械ー 「整
策修理Jの学習が，内容的に学習困難であ:るというのでは主主く，教育条件
の不備といった他の要因が働いているため‘で透うろうと恩われる。
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(2) 単元の組み立てかた
第3の2表
I.i新潟県中学校長剣届「中学校J~牒・家庭紺旨導の手びき」
単一元の組み立てはど | にある「自転車」をとり:lbげて学習計図をたてた
のようにしましたか 1 2同じく手びき第2集の 1r石油発動機」叉は2rモー タ
{ノ，-{.タ.J3 r緋ろん機」を選んで学習させている
3.施設設備その他の関係上グループ別に「白紙市J r利向
発耕幾J rモーターバイクJその他各異教材を選び学習
する方法でやっている
4仇の分野，項目といっしょに組み合せて単元を組み立て
ている
Jー5・その他の方法で単元宏組み立てて学習させている
単5tの組み立てかたを，以上の四つの方法に介類し，各学校の実情争調べた
ものが2 次の第3の3表である。
第3の3表 単充組み立ての類型別一覧表
日時計主主，1による12をよる 3jt抑制5咋一樹 計
3 2 2 24 
6 ，13 ¥.2 2 19 
9 6 7 
12 R 5 
18 5 5 
24 3 3 
一 一 一
言十 >41 7 3 5 3 3 63 
% I (65.1)1 (11.1) (4.8) ('1.9) (4.8) (4.8) (100) 
く注)1.:表の笑業主は，学校数を示す
2.米提出の学校は機械項目の調企緊のみ，未提出の学校である。
乙の表から，炊のにとが推定で宮る。
①学習プロジェグト「自転寧Jをとりあげて学習させている学校は，
見.1，%を占めている。 とーれを学校規模別にみると， 18学級，24学級規模の
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学校の会数が， r県中築指導の手びきJによって「自転車」をとりあげて
いるととである。
②石油発動機，モ-O'ー パイク，耕ろん機のうちどれかをとりあげて学習
さ寸主ている学校は， ll，l%l"， 3， 6学級の農山村小規模学校に多い。乙
れは，農耕用耕うん機や，石油発動機を利用して，機械ー「整備修理」の
教材にとり入れている実情によるものと思われる。
③他の分野，項目といっしょに組み合わせて組立てている項に該当する
(第3の3表の4項〉学校は， 7.9%で，わやかであるが，やはり農村小規
模学校に多い。とれも農業的分野の学習の中に沿いて，耕うん機の操作運
転を中1(>1乞，農業的学習の一部分としてとりあげる傾向が強いことに原因
していると思われる。
(3) 実施学年および学期
機械ー 「革委備修理」の技術指導は，キとして何学年に3ないて学習されている
のであろラか。とれを学校規模別と，指導計磁のたてかたのちがいからわけて
調べてみると，次の表のようにゑる。
第3の4表 学校規模jllJ・指導計画別・「整備修理」の学習実施学年ー
Nl主!謂調書ltif7121;
ljiJjiljjjJ1JIlj|jilJj1Jlflj 3 6 
9 
12 5 
???
，?一I1ー |ー |ー lー |ー |ー 21-1ー121-1ー 121 -1 -1 21 -1 - ???ぃ ー ? ー
??
? ?
??
??
? ? 「
?「 ?
??
?
??
?
?ー
ー
?
?? ??
? ??
く注〉学年別合計は，男子の指導計繭を中心に合計したものでおる。
指導計画別の5，6，7，8の不朗は該当事項なし
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機械ード室長繍修虚Jについての学習は，教育内容や，使徒の発主主段確からみて，
t(';2学年か，または第3学年で指導するととが望ましい，と「県中実指導の手
ぴき」に示されてν、る。そうしたζ とから，第3の4表をみると，全体の76.2
%は，旬~2学年に沿いて学習がたεれて沿り，第3 学年tと沿いては， 11.%の
学校が実施している結果を示していて，適切な学年配当がたされている》推定
できる。
それでは，第2学年， 3学年に配当されている「整備修理Jの学留は，何学
期に多く実施されてν、るのか，学校規模別，指導計i創別に集計したのが，第3
の5去である。
これをみると， 2学期に指導している学校は， 49.2%で最も多い。ついで，
l学期に指導するが， 38.1%とたっている。理科との関連指導を考えて指導計
画をたてるとすると，2学期から3学期が適切のようである
第3の5表 学佼規模別・指導計画5J1jr整備修珂Jの実施学期
、』指』等計 ，国守 別学|別学 別学 問叫4 県 | 浮;'-JljJj~U. 5要事|65i!?185教9F10倫|件附計妥協
除 ¥学三_ J三ヱ|盟主」主主」皇室一一 JI ーー 一一一 i出主題\ぞ1~23i~l '12 31' 213 1[213' I 12hl 2131~ -， I 2 I 3 I~; ~ I~ ; 
lllll11ll( 
I t % Iγ¥16 8¥2 5 5!14 5 2 7 J叩
(4)時間配当
機械ー「整備修理」についての学習時聞の調子主は，次の二つの場合にわけ
て，各学校の配当時間数を調べてみた。
① 「県斗l案指導の手ぴきJI'Cそって「自転車Jをとっている学校の場合
も，石油発動機，モーターバイク，耕うん憐君主ど，どれか一つをとりあげ
て学脅している場合も，プロジェクトとそちがえ，独立に単元を組み立て
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てν、る場合として築計ずる。
③他の分野項目とν、っしょに組み合わせて，単元を組み立てている場合，
その他を入れ，一つの集計単位とした。②の場合は3 大単元の中から，機
柚分野の学習に当てた学習時聞を，分離して計算する関係上，やや不iF.確
な数となっている。
第3の6表 時間配当別の学佼数
11畿の12固とい米主出計%ザ竺，llll~1 他の項
っしょ 1 
(2.0) 
ラ 915 (9.5) 
38 (l>O.3) 
16 - 20 I 4 
2 (3.2) 
26 - 301.-
3 
指導内容や，方法の苛題を
一応、切り離してp 形式的に学
習時間数をみてをたわけであ
るが，会体的にみると，
平均 14時間，最高 35時間，
最低 4時間， 高一低の主 31
時間となる。31 以の上他!|4 
来実施そ ー 5 (7.9) 
言十
% (81.0) (11./)1 (7川 (100) 
他の分野項hといっしょに
組み立てて学習させている学
校の中ι大単元を設定して，
一一.A校100時間(内訳機械分野学習14時間)， ・B校即時間(内訳機枇分野
学菅16時間)， ・Cf交ラ6時間(内訳機械分野学校12時間〉ーといった配当時聞を
とっている学被が 3か後あった。これは特例で，全般的に独立の単元を設定
して学習させてv、る学佼は，81%を占め，学習時間も平均して14時間があてら
れている。
第3の6表にあるよう陀，配当時間1O~ 1 5時間区分の該当絞は. 60%で巌も多
(， r県中築指導の手ぴき」に示された. 14時間集を採用している学校数の多
いととをものがたっている。
学習時間.31時間以上配当の学校は2 その学習内答を検討してみたければ何
ともいえたいが. 10時間以下の配当の学校がヲ校もあり，しかも 4時間程度
の配当時間では，学習のさせようが注いであろう。
学習時聞の配当が適切であるかどうかについての推定は，さらに学習内容と
方法の両も，からみるわせ℃検討してみた上でたいとはっきりいえたい。
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(5) 技術指導の内容および程度
技術指導の内容といえばI r技能J r技術的女偏fil'xJ r社会的・経済的知殺理
解Jの'三要素の全部をさすわけであるが，この調査ではI r技能」のー要素を
とりあげ，その指導項目を提示して，これについての指導実施の可，不可を問
い，各学校の技術指導の内容と程度の概略についてその決'態をみようとしたも
のである。
勿論「技能Jは，それ一つが切り離されて指導されるものではなし他の要
素「技術的知識J と一体となって学習されるべきものであるが，今回は調査の
手続全上から 「技能」を切り離してp 次の調査援によって調査を実施した。
第3の7表 (調査表〕
I 13鰯「整「備中学倒校戦J業の指・導家内庭容科とその取手扱びいき比第新一潟集県の中学校長会
機械の整備 県の重の型案指関 張関の J tfl;-~~ r向転車』によってやっている。
修理の技術
14. r中学ー校タ市メ足イ業・家庭科「緋指ろ導んの機手」びき」第二集の「石油発動機」
内容tt_tの 「モ タ」 によってやっている。
程度まで指 係 15.ギびをカき日や参考にして，学校の爽情にそくして，それ以 kの内
議していま 答 えてやっている。
すか 16.学校独自の立場モ内容を編成してやってし必。
指導の単位演目をかく 1実施可制1指導の単位項目 l実施可否含かく
導項指位守を導番単〉朗河 2機械加醐開努 ( 
7組立
2.J二具の種類と使用法 8.調節 .'t主納
3不良箇所吋法 l 9. 一
10. 一示し 4.分解 -ブ;1
竺ロ;認さびの落し
1I 一入れ 12 
第3の7表の調査票質問事項のねらい。
① 「燥中笑指導の手ぴを」をどう活用しているか，との手びきK示され
た内容との関連に沿いて，指導内容と程度をつかむ。
② 機棋ー「整備修理」項目について， 基礎的技術の，最少|恨の指導内零
と，lt，われる技能の指導単位I 8項目を提示し，とれの実施可否をと知る。
との調査に対しての笛答も 学校現様別と，指導計画のたてかたの区分で集
計した結果は，次の表のと会りである。
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F司13T1首計l!?frriif民
吋J131:14!:l16i:の!?っJIll;川町!と
でー JIJCl戸市iTJ十七十、
3 I 4 Iー 1_ 1_ 1_ ー 1_ 1_ I ~ 1_ 
liJiτ1-9-同 lγ1-11-31長12 1 71 8 120'19 12 161 8 159
%1(44. 4):(7. 9);(/4.3);(16. 0)[(1/. 1 J;(/. 6)i4. 8);(/ω)13.4:1/.913. {，J3. 9;32仰 3;27./13.{， 
〈注〉 ①別学，泉教材のく男子コース〉は女子コースと重複するのではぷL、た。
①お項の%は各技術指導単位攻自について指導していない学校の割合を示す。
①各区分項目番号の内符内訳は第3のH受参照のこと。
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①.機械ー「整備修湿」め特導内容沿よびその取扱ν、は， rl築中予定指導の手
びき」によってやっているとν、う学授は一一一44.4，%で最も多ν、。
② 「県中案指導の乎びをJ (第2集〉によってやっている明創立一一7.9%
で，最も少たい割合にたっている。
③ j系中案を多考にして，それ以上の内容を加えてやってν、るとν、う学|交は
一一14.3%
④ 学佼独自の立場で内容在編成してν、る学後は一一16%で，つぎに多い。
このようた結果をみて指先でぎるととは， r県中築指導の手びき」に示され
てν、る，機械ー「整備修理」の「自転車J rとれだけはぜひ皇子'習させたいと考
えられ.:;J内容」の学習指導カ丸県内中学授の59%の学佼で実施されているとい
うととである。
ζの調査結果は，右らん指導内容項目の3 実施してい主主い学校数を参照し訟
がら検討すると，技符指導の内怒の実態杭さらにはつをりする。
「県中築指導の手ひ守」によって実施していると思われる学校が，男%ある
結果Kたっているが，指導内容項闘の佃』について，その実施の可，不可を調
べてみると3 ① 4項目の，分解，②5項目のp 部品洗浄， @6項目の，修理点
検手入れ，④7項目の組立2 以上野iつの指導単位項目は，約単数近くの学校が
実施していない数字が出ている。このととからp 約39%程度が「県中案指導の
手ぴを_， K示され"k計画や，内需字程度司にそってやっているというのが，真に近
い実態であるというべきであろう。
さらに，指導の方法百や，五蹟史，設備の商と関連させてp 技術指導の実態に
つν、;r:.， もう一歩つっこんで検討してみることにしよう。
(6) 技術指導の方法からみた指導の実態
機械ー「整備修理Jの項目について，指導方法の面からg その指導の実態宏
明確にしたいと，次の質問を提示した。
第2の1表
17左の実技指導は教材の会ヱ穏について笑施してし、る
18.分解，組立，部品の洗浄の会二程についての突習が出来ないの
で，一部分 ・( )について実施している
19各人個々に必ず l間以よ突習させている
20グノレF ブ別に各人が仔位協力し突習させている
21.グループ別に異教材をとりらつかい各人分犯協力し，実習させて
L、る
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???????? 、?
22.上記21の場合と同様にしているがp 更に各グル F プは「自転車」
と「宿泊発動機1 といろ土ろに二つJ:.)、主にわたり実習させている
23.設備， 剤具め関係 k実技は全員に実習させられないので体徒の代
表によゐ笑~J経習として他の生徒に見せている
24.知誠聞の指導を中心にして，実技指噂はしていない。 G教師の実
験的分解組立ての程度で生徒は見学〉
25.その他の方法でやっている
機純一「整備修理Jで少たくとも，分解"部品の洗、浄，組立ては， 実践をと
治して指導する必要があるとの観点から，三つの「按能J項目につν、て，その
実施程度や，実施方法を問い，千的情指導の内容や程度をみようとしたのがとの
調査のねちいである。
問 171'i-突後指導の内容程度について質問してL、あもので，教材「向転車」の全
工程の分解，部品の洗~r，組立の突穏がなされているかどろかの調査である。
問 18ftー ーもし，金工不平白の実習がなされていないとしたら， どの程度実習されてい
るのか，例えば「日松市」教材なら1 r~タル部」とか rハシドノレ部」 につい
てのみ分解，部品洗胤組立ての実習をしているといった，指導内華字め程度，範
囲を調べるためのものである。
問 19，20， 21， 22，は実習の力訟をニ，三例示し，どの方法でやっているかをf質問
したものである。問19，20は各学校で一般に実施されている方法であるが， 21， 
22の方法は，グループ別に異教材攻取り吸う方法で、やや高度で困難性がともな
王。
問23，24は，知識中心の指導力法を例示したもので，実習とし、う範ちゅろから除外
ざるべき質問項目で;l;，る。
以上の!質問内容によりたなよその指導傾向を調べ，その実態をみようとし
たもので，回答集計は7欠の錦2の12表である。
第2の12表 学校規模別・実習の実施状況と技術指導の方法 (男女共学の場合)
議事実習部位
笑 習 の 方 法
17. j 18 )不明 19) 20 )21 1221 23 1 24 1 25 1不明 計
3 2 3 8 
6 『 I • 9 
12 
- K4) 
18 2 2 1- 3 
2ヰ 一一
計 7 3 3 6 I 1 3 13 0引| % 幻.8 23./ 23./ (4(，. /)1(7. 7) (23./) (7. (/ 
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第2の13表 ow学・同教材の場合〉
|記 17 1 ~ I 1<1'.1 !9 I " ペ24I山，1 ~t I 
I ~ 1=1; 3 2 6 3 
9 
12 
18 
第2の14表
" 
12 
'4 
- 2 
2 
2021122J23 1iトt
jlJiji:i;|;!; 
く沌〉 宛予のみ実施の場合の祭計五時は省略する。第2の16it三参照のこと。
第2の15表 学校減税一別 . ~習の実施状況と技術指導の方ー法〈全体集;m
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第2の16表 指導計画別にみた指導方法の実態
取笑習部位 笑 習の刀法 実施 l未有五 21 I 22 I 23 I 21 I 25 I右手13言十
男女共学 713 311- 6 2 3 13 
E一Jl別警語二盤三乳家主学L 仁
一 一一 一 ト一一一一一
7 3 41- 3 3 1 
ト一一一一 トー一一ー ー
6 10 3 5 1- 7 6 ー 19 
一男子のみ 4 日 7 4 8 16 
そのイ也 3 4 
一 一一
合計 24 19 16 18 1 1 1 16 20 2 3 63 
% 一一 (U)I(28ω1(1.6)1(1.6)1(25.3)1(31.7)1(3.2) 一(4.8)1(/.6)1(100 
I_____._____J_ 
第2の1図
I守 第2の口表一一第2の16表なよぴ第2の l
図によって， 7:欠のことカfいえる。
①分解，部品の洗浄3 組立の実習は，各
人， itli-'< i'L 1回以上実習させるというこ
とは，非常に困難主主実情1'1::あるというと
とである。すたわち，問19の項目に回答
した学校は， 1校で， 2.%にすぎない。
@ 問20ー ーグループ別I'C，名人が分担協
力し実習させている一一項問の笑施後は，18i交で28.6.%を占め， 実技指
導を実施しているー学校のλ部分は，とのグループ指導によりま学習告とさせ
ているととにたる。
③ グループ別におの::t;-の異教材をとりあげて笑習させる方法は，教師の
指導)Jやp 学習能率の関係上からか，指導闘。雑とみえて，との1i法によ
る実施佼は非常に少たい。問21， 22l:Rの該当校は1訟のおの lか授で計
4%程度にすぎたい。
④ 問23，24は，知識中心の指導方法による学校の集計である。これは，
実習をやらない学絞実数であって， もちろん，実習をやらたいのである
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?
?
??
??
から，技術指導は実施していたν、学校とみたすべきである。その笑数
は， 36後， 57%の割合を占める。さちに，朱実施未提出校数を加える
と， 10校， 635%の結巣となる。
以上の結果から，金体的混立場-で推定できるととは，機械ー 「整備修理」の
項目について，実際に2 技術指導を英雄してv、る学校は， 県内中学絞の36.5%
程度であるという笑態である。
前項までの調査結巣では， 1"県中案指導の手びきJによって，技術指導を実
施してν、ると報告した学校の数は，全体の65.1%あった。とれがさらに，指導
計画のたてかたや3 指導内容の調杏により，細部について検討を加えると， 39 
%程度が「県中案指導の手びき」に示された内容によって，技術指導を笑施し
暗号明
3 
???????
??
???? ? ー????
6 
ベ平
面下|
市Fl
;日
間(叶
“ 
学後規投;ZU・安習瑞同・方法と
1 
。
???
??
「 「
?
??
??
っ??
?
?
?
?
2 
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48 
20 
10 
ているという程度が，その号実態であるrV、ぅ結果とたった。しかるに， とこで
もう一歩，指導の方法酉からその指導実態宣さぐってみると，知識中』むという
指導の学絞が大部分を占め，技術指導を実際に学習させている学校の実態は，
36.5.%という低い割合にたってしまったのでbる。
(7) 技術指導の実習項目，方法と現有設備からみた技術指導の実態
「県中築指導の手びき」による，機ゐ~ー 「整備修理J Q::l技術指導の実施情況
は，とれまでの調主主結果からみて， 36.5.%程度であるという実態が出ている。
ζ れは， :tととに低い実施佼率であるが，との彼術指導実践の谷学佼在中心
!'C，施設?設備の現況と，学習方法や，学習時間をからみ合わせたがら，もう
一度，技術指導の笑態を細部分折してみたものが，第2の17表である。
現有設備とからみた技術指導の実態
機械分解問兵 その他 学習 l
スパナー|諜し|十 字|フライ|ヘァ官級i備 考 時間しレンチャー まわし | 
-1 -) -)一|一~ 、 l
2 I 1 1 1 1 -1 1 1 1 :0 
2 1 1 1 -1 1 1 -I 1 :0 
01 -1 -1 -1 -121 115 . 
2 一 一 ーー 1
21 -1 - -1 ，-1 l' 
01 -1 -1 -1 -12 ・ ι
01 -一 一 一 11 IX 
ー ー 一 ー l ナタトまわし
01 -1 -1 -1 -13 。 ‘ー 12 。 2 XI 13，16 
10 
= I :.， 1: 21201 1 。
~ 11/ 
1 I 1 チエヅ 51
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ヰで教材傾別 指議事法別 機械分解用具 ・その 他極類!襲 ナ叫 -'é~;:!( ~ど
2 1 1 1 -1 -1 4 
. 
一 -1 5 
01 -1 -1 -1 9 
01 -1 -1 -1 5 
~ . (23) 4 2 。
6 。 2 。 。
。。 「 7 。 ー 。
4 叫 1[ r 
蹴 具 111
1 叫 1 。
夏動議 [1[1 叫 1 3 
(計) [18[ 69 
一一 a 
711. (刈 1自転車 5 
4 
3. (23) 4 5 
2 3 
9 。 3 
5 
4 叫 11 。
11 
3 25 
自転車 4f
l・ (20)2 3 3 
2 2 3 10 
2. (24)ド| 。
12 ~ 
ミジゾ [1[1. (24)[1[ ー 。
市) J 51 || 14 
- 52ー
機械分解用具・ その他 学習
スパナ【|玉押 |十字 |フライ|へ y 卜j室内まわし νyチャー まわし 備 考 時間
2 l ポYチ 35 10 
l 工具 !組 14 
司 14 
4 ザ l 技術指器不百I能に近いの X 14 。 l で(知議中心)に指導 × 10 
12 
12 。 11 (知識中心) 15 
‘ 。 l 三輪車 l 25 
。 『 7 
. 8 。 2 Xll0，13 
-1 1皐 IバY!7修tl心理) ずムノリ n 33 ( プラシ
ーI1 I ~員 意義議'僻機，j I 35 
ー111 (知識中心) I 1 28 
1 1181 11/ 
一~ I I ld 
ー11 J I I J → 
3 
l 分解用具 2粗
2 l ニ γプルνyチ。 1 I (知識中心) 10 
。 h 計画のみ 1 13 
2 21 7 r [1/ 
分解用具 3組
11 
35 
分解用具 係且 12 
~， I . : 1 
1 1 
36 
15 
u 13 
1 I 5[ 
11/ 
一回一
ヰ句読11機械i 刀法別 自転市 1発石動機油Iモ{タ-1メそ{イタク-1メド{ライ
自転車 5 。
18 
2. (お)1I f 
10 
(計) [5[ [ 1 21 
自転lfi|3l. (20)' I1 20 
2 叫 I1 。
24 
3 叫 I[ 。
汁 131 IJ 20 
(注〉① 指'iQ.法lU項の(19)は，イ困kに必ず l回実習させる。 (20)…グノレ戸プ別分抱
協力し実習。 (21)(22トグループ別，異教材 (23)(24)は知識中心の指導，
笑習なし (25)その他。
第2の17表により，技術指導の笑施状況を評価するととは，やや資料木見で
適切ではたいかも知れたν、が，設備の面左中心にして検討し，技術指導可能ι思
われる学校も一応判定できるものと考えた。調査者が適当に判断して，実施
可能と思われる学校i'CO印をつけてはみたものの， {同点の学校により 3 自転車
は，学校用や個人用を利用し，分解，組立て用具は，借りるといっtcものもあ
るので問題もあろう。しかし判断がまちがって，実際の実施校の数が， 0印
をつけた数を上まわるとすれば，た主?幸いで、ある。よって以下， 0印をつけた
学校在中心忙検討を加え，技術指導.の実態主さぐってみる ζ と?とする。
① 3学級規模の学校で3 機沖捻ー「整備修理」の技術学習が可能と思われる
学校を， 2校あげてみた。 2佼とも，設備，工具の不備のたかでF稜A くふ
うをして，グJレ{フ・学習により実習はよく行われている実憶がみられる。
時間配当は， 12時間では不足であるといっている。
② 6学級規模の学校は， 3校が実施可能と忠われる。
• A校においては，自転車4台p 石油発動機，自動耕うん機各 l台p モータ-2
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一:?一?一¥F一ぺ勺記一〔一Zi17¥1「ケ|住「言一で?;~ 1 = 1 | 在νシ
|;|:|:|:|:i| 
? ? ? ? ? ?
d 
E 
51 10 I 10 I 101 1|ポy
-1-1 -1 -1 I! 
-1 -1 -j -j 1家庭からもって〈る
51 101 101 10131 
① 備考欄のxj:pは3 女子の指務唱としていない学校を示す。
① らん外にO印のあるのは，設倣の面からみて，一応技術指導が可青島と忠わ
れる学校につけたもの。
払 ドライメー10丁といった設備仏斗況で， 6学級規模調杏校のなかでは.，1:の
部に属する。しかし2群専攻の教師がおらず，担当教師は専門知識がなく因っ
ていると，その寄与怖かろったえている。
• B校は，自転車3.石油発宣言j機 1.モーFーバイク!といった設備を備え，男
子3.女子3.計6名のグノレ{プをつくり 2 個人用自転1ドも利用して，各組 l
-2台の白転車を使って， r準備修理」の学習を実施している。しかし， (乙男
子は活動的ずさが，女子は不活援でみていることが多い。①油や，ねじの消耗品
を頁ろ予算がない，と濁難点にあげている。
• c校は，自転'1:2台あるが，;;j;:年中に5人Ie-I台の割合に整備するといってい
る。現有2台は，中古で府造が具なり指導が困難で『分腕E立ては， 一応実施
してみたとL寸だけで，部品洗浄，修理点検手入れはしていないし，ねじも，麗め
つしてt患うように締めつけられず，科学的な態度は無視する傾向になる。と問題
点にあげている。これで，はたして技術指等をしているといえるかどうか。
③ 9学毅規模の学校は.0印該当佼はなく p 他は全部知識中心の指導によ
っている。すたわち実技指導は無に近い状態にある。
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@ 12学殺規模の学校では， 21交にO印をつげてはみたが， どちらの学校
も，向転車の台数不足をうっかえてν唱。
• A授は，自転車，バイク， ミシ:;/1台に6人グループでp 交替に学習させている
とL、う。しかし，内容的には，分括払組立てができず操作のみに終っていると
左を問題点にあげている。しかも手の理由が，完備された機械であるため，分
解すると部品がな〈なるから，分解は爽施しないというのである。これでは3
とても技術指主主全実施している学校とはいえない。
・もろ一校f'l:，台数不足のため，半数が突習をしている場合，他の半分の生徒に
一自習をさぜている状態で，しかも実習グルF プのなかには見守、をするだけの生
徒が多<，機械にさわらないで終るポがあるといろ。
12学級規鎮の調査校の中から，設備が景良と思われる学校をみてもこの状態
である。
@ 18学級規模の学校で，設備が一応ととのっていると思われる学校は， 1 
校ある。しかしその学:佼は， 2群存政教師のいたいととを問題にし教師
の指導力の六足をうったえている。
その他の'f校は， )く{本知識中心の指導による学校で、3 今後なんとか施
設，設備を充実し技術指導でをるよう努力したいと，指導困難主主事情を
うったえている学校が大部分である。
⑥ 24学叡規模の:'Ii'f¥"ft5の学校で，実施可能と思われる学校は l校である。と
の学校は3 極点くふうをして，たんとか最低限度の基礎技術の修得ができ
るよう努力している。しかし学級数なよぴ生徒数が多く，設備の自転車
も中古で，分解，組立てが学習計画通りすすまたいととが多いとして，設
備の最少|浪10組を繍える必要を力説している。
rのようKして，細部にわたり技術指導実施佼の実情をさぐってみると，実
際に実習をとおして3 基礎技術を身につけるよう指導している学校は，会体で
6校程度と主主ってしまう。それも r県中案指導の手ぴきJの内容にそった実
践カ涜目待できる学佼とたると， 5校を下まわる実情にある。
技術指導の笑態は， 芸実震習項図，コ方b
呆，指導の実践校数6按，金体の9，5%という ζ とに主主る。
。 。
(81施設の現状
機械，専用教室主主らびに準備室の現有状況は3 っき守の表のどとくである。
第2の18表 機械，専用教室 第2の19表 準備室
や有|無 不明 言十 や;右|無
3 23 24 3 22 24 
6 18 19 6 17 19 
9 7 7 9 7 7 
12 4 5 12 11 4 5 
18 
21(48)tKづ152 8 93ω 
一 5 
24 3 
言十 63 
% (/. (，) (/00) 
18 ラ 5 
24 3 
一 一
計 B 56 1 163 
% 1 (9.5) (88 め~ωI (/00) 
(9) 機械ー 「整備修理」の指導担当教師の現状
学校規模自1)，教師の与攻若手別からみた3 機械ー「設備修理」の指導担当教師
の現況は，次の第2の20表のと:j?りである。
学校規模別3 教師の専攻若手別の機核，
第2の20表
「整備修湿」指導分担状況 (男女共学の場合〉
や j1 ヒI6 1雌「朗|l| その他 計 I学校数
3 2 B 16 
6 
9 
12 2 
18 .- 2 4 3 
24 
一 一
計 4 3 4 白2 2 15 13 
% (2".7) (20.0) (2{，.7) (/3.3) (100) 
〈注3突数は教員数昔c表わす
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第2の21表 (到女J.liJ学，兇子コ ース)
学二よ?| いいI6 I伽 lzA計
3 4 2 『 7 7 
6 8 2 11 11 
9 5 8 6 
12 2 4 4 
18 2 2 
24 ー ー
計 19 6 2 ー 3 30 30 
% (63.3) (20.0) ([，.7) (10.0) (/00) 
第2の22表 (男女別学，女子コ{ス〉
先主!??|I 2 1 3 : 5 I 6 I酬1 ~<l>~ 1 計 i 該学校当数
3 4 7 7 
6 4 6 1 I1 
9 2 3 8 6 
12 3 4 4 
18 2 2 
24 
一
E十 7 3 17 3 30 30 
% (23.3) (10.0) ( 51，.7) (/0.0) (/00) 
第2の23表 (男子のみ笑施の場合〉
ド認可 _12 13 I 5 6 I雌手同盟l 計 |誌|
3 5 2 ー 8 8 
6 6 6 6 
9 ~ 
12 ー
18 
24 4 一 4 2 
卜一一一 一一一一一卜一一一一一
言十 " 5 2 18 16 % (M.I)(27.8) (1.1) (100) 
学校規棋別，教師の専攻群別の指導分損状況の四つの表からみて，指導計画
別に指導分担状況の傾向を調べてみた。
。 。
① 男ム-共学の場合，柴山村・の学佼では. 1洋専攻教師が主として指導を姐
当し，12学級以上の学校では，大体2，3群専攻の教師が指導に当っている。
@ ~女別学，男子コースの指導分担傾向は I 群専攻の教師が大部分を点
めてν、る。男女別学による指導は主として，農山村の学校に多いので c
の実態は，小規模農山村の学検の実態というととにたる。
君主主詮，との男子コースの第2群関係の指導はー般的陀， 他の指導言十亜の
場合に比絞して，2群専攻の教師が指導する割合は多くたっている。これ
は，他教科専門の教師で，職・5支の副免をもっていて，男子コース2群の
学習指導を一部分，分担する事情によるためと}A.、われる。
③ 男女別学2 女子コースの機械ー 「整備修理」の指導は，主として， 家庭
科専攻の教師が指導IC当り， 56.7%をとfiめている。
(10) 機織ー「整備修理」の学習指導上の困難点および問題点
機織ー 「整備修理」での，学習指導上の困難点と問題点について，教師Eの
酉，絡設・設備の菌，その他とそれぞれ，各学佼から回答を得て，とれを整理
しキたものををとめるとつきやのと沿りである。
l 教師の商
① 2群専門教師が必要である。
② 寺門知織と指導力の不足。
① 設備が揃えば教師の函は問題がない。
@女子コ {ス(主家庭科の先生が指導しているが2群関係は指導困難でilbる。
⑦ 教育学部で般事堂科指導教員の養成を~望す為。
@ 自転車!古主をたのみ爽技指導をしてもらっている。
⑦校方技術講習会を開き協力して技術向上につとめていゐ。
①教師の技術研修の機会がほしい。
①教員定数の務保。
2. 施設 ・設備の菌
①施設・設備の不足。
①予算増加。
③ 10組単位で設備がそろえば問題はない。
@父兄，地域説会の啓蒙が必要。
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@ 日転車1苫から附JHt.借りている。
@ へき地学・十をでは， どうして設備をしたらよいか会々計i磁がたたない。
①設備がなし知識小心にならざるを得ない。
3.その 他
①女子生徒は機織に興味がなL、。
②女子生徒に壬シYを学習さ-ttているが高度で無斑だ。
① 関係知識と技能は別になりがちである。
④ 晃一千の将来の進路，希望から機械関係の指導を切望されるが，すべてが不足で
指道できなL、。
技術指導のできない原因は，大部分が教師の指導力と，設備のス足に若うると
とは，前述の各頃で検討してきた結果からもは勺きりしいてる。 ζζに各学校
より提問された国難点や問題点も， _;k:;Jなよそ，その実情をうったえてν、る。
教師の留では，~の教師の指導力の不足が最も多く ， ①の 2若手専攻教師の必
要を窪む学校がついで多い。またその対策として，・教師の研修の機会の要望
と，教員定数確保，教員養成の急務を叫んでν、る学校も多い。
施設・設備の前では，方面設は他の教策を代用するとしても，設備の不足，最
少限の設備も予算がなくて，どうにも怒らたν、という学校は，90%以上ある。
設備が泣くては，やむなく知識『ド心の指導にならざる芝得ない実情は，もっ
ともたととであろう。
むすび
今回の機柚ー「整備修理J'乞関ナる技術指導の実態調査は，紙度調査で，不
完全主主点も多いがg 一応，県内の指導実態が，エ託手量よそ判明し得たものと，¥ヨ、っ
ている。
機城一「整備修理」では，るくま・でも，技術学習がそのねらいたのであるか
九単なる理解程度の，分解 ・組立に終るととなく，理科との関連をとよく研究
し組織的，系統的主主学習が行われる必要がある。とうした技術指導の内容白・
の指導極度，深さまでは， じゅうぶん検討を加えるととは，rの調室ではなし
得なかった。単たる表前的に， r以中築指導の乎ぴきJ去の関係ι学習方法
とや.設備との関連からその実施の可，不可をど検討する程度で終ったととを
残念に思っている。
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しかし現場の各学校では，機械ー「整備修混」攻自の3 技術指導の重要性
をよく認識し，熱心にそのJ旨導実践を計阿しょく努丸してν、る事情が，調査
Kよくうかがわれる。
技術指導にはp 教師の面，施設・設備の薗，学習人数等，種J々 の教育条件が
特!'c影響し校術指導の実践は，非常君主困難がともなうものである。技術指導
を実施し得たい事情は，まったくとの設備の不足が一番の問題とたっている。
こうして，機械ー「整備修理」の指導実践はとの調査の結果からは，実/i{f，按
概況9.5%といった街地で， まことに憂うべき状態ではあるが， 現場の教師の
熱意と努力によって，今後の技術:tR導の実践向上を期待してやま主主いc
(四) 電気ー「保守修理」ーについての指導実態
学習指導要領では，電気一「保寸1修理Jの学宵のねらいについて，電気機械器具
の構造と機能を理解させ，それらを保守したり，修理したりするのに必要友基
礎的た技術を習得させ，安全K留意する習慣を養い，さらに進んで日常生活に
沿いτ各種の電気機械務具を正しく取り薮うことによって，生活を科学的に高
めるようにする。と述べてある。さらに〔情意点〕の項iて.(1) 理科の「電気J
「通信」の学習と密接な関連を保って.WJ，果的た指導計画をたてるよう望んで、
いる。職業・家庭科のもつ基木的性格が，主として実践的活動をとなして学習
するものである以上， ζ うした配慮は当然であり，原理的，法則的に深められ
た科学の芽が，実践をとおしてさらに深められ拡充されてとそ，日常生活に
沿いて，科学的3 能率的に笑践する態度p 費r.a:.ls-よびくふろ創造の能力が養え
るのである。
各学校が，とうした趣旨をどのようにろけとめ，技術の学習をどの程度?と指
導しているかを，種点の観点かゐ考察し，とくに技術の学習を現害している諸
条件をみるととによって， ζの項目の指導実態を明らかにしていきたい。
(1)単元の組立てかた
とのととについては，次の6項目の質問をし，第4の l表のようた回答者?え
l た。
l 新潟県中学校長会編「中学校職業・家庭科指識の手ぴき」にある「屋内配線と電
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気器具」をとりあげて学習させてい否。
2. 屋内配線のみとりあげて学習させている。
3. 中学校職業・家庭科指導の手ぴき 第二集「ラジオ受信機の組立てJ 文 「モー
タ」をとりあげて学習させている。
4 グループ別に「屋内配線J r電気器具J rラジオ受信機Jその他各異教材を選ぴ
学習する方法でやっている。
5 他の分野，項目といっしょに，組み合わせて単元を組み立てている。
6. その他の方法で単元を組み立てて学習させている。
第ヰの1表 単元組立ての類雰~別一覧必
|学誌1242露出喧伝;iliL46叫dl
j|;;17l Jiτ-H71 
UJLJ;iJ 
計 I 48 I 2 ' 2 I -I 4 
%I (7Ii.2)1 (3.2)1 (3.2)j I (6.3)j 
乙のおからは，次のようたζ とがわかる。
2 
21 
計
24 
19 
7 
5 
5 I・、
3 
63 
(100) 
① 63校のうち， r県中築指導の手ぴき」によって';st砲している学校は48校
(76.2%)で， 学校規模のいかんまとわ守、3くらいの学校が，との手ぴき書:
4 
の2震によって単元の組立てをしてν、るととに主主る。
②他の分野，項目といっしょに組み合せている学佼は4校であるが，それら
の内科をみると，男子は農業礎械と原動機去組み合わサて学習している。
(3) ~た:筋していない学校は 4按ある。その理由は，
6学級佼……2佼とも理科で指導して，職家ではやってい主主い。
3学級佼…・・・l授は理科で指導しているし，他の 1t交は，教ffif.，施設 ・設備
関係で安施していたい。
質問2，3の方法で単元の組寸:てをしてν、るさ法被が各2校， r糸中築指導の
乎びをJ (第二集)により実施している学佼は21交だけで，質問4の回答校
ー~・ 62 -
は 1;佼もたい。
(2)実施学年および時期
実施虫学年治よび実施の時期については2 がての指導計画にしたがってどのよう
に実施しているかを問うた。
・男女共学で問教材ーによるとを -男子のみ実施のとき
-男女別学で同教材によるときの男子コース
.男女別学で同教材によるときの女子コース
・男女別学で異教材によるときの男子コース治上び女子コース
第4の2表
語男問女教共材学 実男子の施み 男女教別材学男 男子府教女コ別材ー空スt宇c 市7i男異下女教コ別材ー女学ス子同コ スー笑 Ir 2T31 12-)3 # 1 12 3 
施
3 31 4;' 3 -1 3 31 1 1 2 21 2 
6 21 -1一 21 --1 4 4' 1 4 41 1 1 3 -1 3 
空宇 9 2 21 -
12 I1 I121 -1 2 
年
-18 -1 3 一一 l-1 24 一一}ー - 2 
言十 51 8 3i 2 1 211 13: 12 2 2 8 4 5 512 
来不
実
施明
2 
2 
4 
実 3 1 l[71 21 1 1， -31 41 -1 3131 1  21d I[d 31 -1 2 一1711112131| 131I i 2131件
施 6 1 -'-1 21-1 1 1 1 3151 1司 5121 21 -1 21 -121 2 
9 1 -1 -1 1 -1 -1 -1I1 21 I1 tI21 tI d 1一回 I11 
期 18 2 1一 一 一ーー l一一
;i it i元|う討すI~ i ~I-;I :二 iJ→
-指導計画別を第4の l図でみると，未実施較は3，6"学級規模で各2授の計
4校 (6.3%)しかたく， 男子のみ実施の5絞 (7.9%)を加えても 3 約86%の
学授が男女とも実tf!iしているζ とになる。そのうち，男女別学問教材による学
習指導計闘の学校が41.3%と最も多く，男女共学問教材指導は，とくに3学
- 63ー
第4の1図 指導計開
級， 18学級の学校規模に集中してν、る。
次に実施学年をみると，
第4の2図実施学年
① 理科に3なげる「電気」の学習が 2年生で取りあげられてν、る学佼が大
部分不あろため(注，本紀要，小，中学1安否重科にたける実験観察の察施状
況参照)，それと関連させて2年生配当が多いのは当然の配慮と思われる。
② l年生での取扱いが以外陀多かった(31，7%)が， 理科との関連を考え
ないで指導してν、る学授とν、う ζ とに怒るがJ とれら心学校でほどの程度
の指導が、なされるのか注目したけれぽたらたい。
実施時期の4色体的傾向はs
l 学期 15校 (23.8%)
3学期 15佼 (23.8%)
2学期 28按 (44.4%)
とたってなり，とのうち l年生における時期のみをとり 1叫すと，
1 i学期 2~変(10%) 2学期 10佼 (50%) 3学期 84安(4D%)
とたって， 2， 3学期に築中している。
(3) 時間配当
時間毘当ば，単元の組立てか?とと関連して〈るが， (1)でみられたように，
「県中築指導の手びさー」によって実施している学校が?6Yoもありsその他，手び
きの指導内容によると思われる学校が2校，手ぴきより以上の内容をとりあげ
ていると恩われる学校が8授といった乙とにたる。したがって時間配当もパラ
イテイ陀とんだ分布をみせ2 最沢4時間から最高30時聞にいたるまで， 26時間
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の整がでてを，ている。総平均時聞は13時間であるが，第4の3凶によって，そ
れらの傾向がわかる。
た公「煤rド案指導の千ぴき」による):-，との項目の指導時間に12時間を配当
している。保内中学校における電気ー「保'~f修埋J の指導力宝，手ぴきによって
いるためか，時間配当も大体12貯間を l時間上まわる平均13時間とたっている
のは， うなづかれるととである。
第4の3表 時間配当日Uの学校数 第4の3図時間配当の判合
lE些叫Oll士プ|ト土空わ
15lj;|J|j! 3 24 
次に理科の学習指導と闘係たく笑施していると思われる， 1年生の取扱い時
6 
閉をみてみるん第4の4表の上う!'L， 20淡のうち6-10時聞が130佼(5.%) 
1-15時間が5佼(百.%)， 5時間以下2妓 (10.%)となり，指導内客との関
連からみて問題があると考・えられるようである。
第4の4表 l年の時間配当別のザ:佼数
? ?
??
?
!¥jml! 規模--......~ 6 -10 1 11 - 15 I 16 - 20 計
3 
2 
?
?
??
(，5.0) I (川 I I 
計
% 
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(4) 技術指導の内容および程度
文部省の職業 ・家庭科「学習指導要領Jの，電気ー「保守修理Jの項の〈留意点〕
(1)については，最初にふれておいたが，理科の「篭気j r漁信」学習との関連
とν、う見地からすると， 1年生の取扱いに問題があるととは，とれまたν、ろま
でもたい。したがって l年では，そうした基本的，科学的原浬，法則の索地主主
しに， どの程度の取扱いが可能かに問題がでてくる。さらげまた，環科との関
連にどうったがらせるのか，1{l:複の程度告とどう考えるか等，技術指導そのもの
に返らねば解決しえたい旗多の問題をとはらんでν、る。しかしζの調査では第4
のラ表のようた調査にとどまってν、るため，立ち入った実態をは援するわけに
いかたの〉η た。したがって，調査のねらν、は次の4点にしぼられる。
1. 県中案指導の手びきをどの程度活用しているか。
2. 電気の保守修理における，最低限の指導内容と思われる指導単位10項目
を提示し，これの実施可否をみる。
3. さらに指導単位の中から，実践をとおして指導せねばならぬと恩われる
5項目をえらんで，それら実技指導の実施状況をみる。
4. 実技指導における実習の方法にふれる。
第4の5表 (調査表〉
1. 篭気の保守修理の技術内容は，どの程度まで指導していますか
県中察 14 r保・家守庭修科環指」導のの指手母ぴ体きl容」とそ「の屋取内扱配い線はと，電新先潟務県具中」学校長会綿「中語学校
指導の 職業 の によってやっている
手び~ 15 手が，ぴ学g-校ではの実「情庭内配線りJ r電の教燈材切線の器内具年宇J r部電熱分訴ナ兵入」をとりあげてL、
との関 る によ ，こ のー れかえて実施している
係につ
いて 16 手びきを参考にして学校の実情にそくして2 それ以上の内容を加えてや勺ている
I 17 学校独自の立駒内容す編成してやっ山
繕4項{を白霊問目 闘の単回目をかく ド剛司 闘の単師自をかく |臨時|
l 線陣内記配号線図のよみ方配 Iパυ 安全器その仰ヒューズ
の付けかえ
一 絶安縁全守唱線流の箆類用途'1 . 17 コードとコー ドの接続
万立し
て下 3. i(/.体，絶縁体， I長電 8 ナスターの使い方さL、
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4. 材配線料6~J主， 工兵， 補修 9. 注故意障，の故君主慌媛3の修発理見上の
tコ託会【i保ド共， ~記線苦け器接具と
5 の取引っ 統 10.屯葬者E器具の分解修理
1. 社会的経済的知織の指導項目はのぞきます
(住) 2. 印刷して指あ1こ1導ると2下指単稿に位更，単項に位各を目学Eを侵柊全犯部でし指たか導いとさ?にはOる按否術のとびき技は
術用×的紙すっ知添識布け， してい およの て下され。不足の場合
の
2. 
(1)額気器具，酉E線器具左コードの取りつけ接続
(2) コードとコードの接続 (3) ヒュー ズの付けかえ
(4) テスターの使用 (5) 電熱器具の分解修理
以上の実技指導はどのようにやらせていますか
「
-、
笑習 18 よの技術についての突技指道は全部実施してレる
の 19 上の技術全部について指導できないので〈 〉についてのみ実施
部位 している
20 令人個々に必ず一間以上実習させている
突 21 グループ別に符人が分J:e.協力して実習させている
望華 22 グループ別に異教材をとりあっかわせ各人分担協力して突習させている
の
23 上記突22がの場で合きと問機ちにしているが， さらにそをグノレF プはこっ以ヒの異教
材の習 るよにしている
}j 24表施に設よ設Z己備実験，実用具の関係て他上，笑生妓徒はに会長に実溜させられないので生徒の代習とし の みせていあ
法 25組立知識育松の指度導で生を徒中は心にして突技指みはしていない〈教師の突激的分解，
ての 見学〉
26 その他の方法で・やっている
次~，読査結果の集計を，指導計画の立てかたのちがいによって概観してい
くととにする。
l 県中案指導の手ぴきとの関係，および，指導単位項目
第4の6差是は，調査校の67%'を点めている男女共学，および男女別学司教材
取扱v、の学校のみについてみている。とれを第4の7表の全体集計と比較対照、
すると，大付;至をのたいものと怒っている。金体集計からいえるととは3
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① 「保守修懇」の者河内容とその耳u泣いを， r県中察指裁の手びき」によって突権
し亡いる学校('l.62%である。
①学校の笑情から，教材内容の ・部分を入れかえ~施している学校 10% 
③ 子びきを参考にして，それ以上の吠j容を加えて実施している学校 5% 
①学校独自の立場で内符合編成している乍校 5% 
第4の6表 包指導計画慌之片品)の場合
|¥J雲騒翰詰誌l 県則'1ド峨E哨輔滋駒の子刊びきれとの哨関係叶| 指桝導騨単聞日配と糊山、な恥Lい吟、φ学校鰍数 !同該埼き
議込日」王[戸;F引ZI1げ7イイ不刊州ぱ〈斗明ザI峡ザ摂ダ1計叶I; ↓同一寸可乃2[31汁巾141い門勺 5~J61 7 1 8 I 91何司当装
; ;U:』 :ji 弓「:i j j :上I=1 :1 jじ什=己jυ1~I 配Jf!下:
j2じUι-一j1j1lkl[〔;二j
9o (ω64. 2)!U 1.9): (2.4)1 4.8) (/6. '1) (10ω/4.311.94.84-.8:2.412.4 4.8'21.4 8.514.3 
(や〉 別学長教材〈男子ヨースおよび女子コース〉…12校，男子のみ実施・5校
の集計百花1~~ナ。
第4の7表 ② 指導言|箇~'Jにみた実態 (全体~JIコ
べ~ ~!ftl t¥l，中耕閉じれの関係l掛町項目減庭山、ない学鰍 |時
一一一 =ー・一一ー一 一
杭
ナ子理附1U"，J1と三161!722L計 11， 2 I3141516，71川8υr9 10空竺F
l直;孟2獄誇祝t幻妙2r劇F恥| 幻271川:>1 1い川21 7Î川~21じJ己LJ 一4十刺21 ~心Lレ..1_土仁41 七2
直主そ(υ」ヨ72司tl
卜ιzの交宍宍f 3 1 ι 1 -1 "41 1 一一卜ー I-1 イ1 -1 -r直Jι 石11.，I _ _ _1 一円~l-51 戸τT干λ刊Lイ|
一
i一!トい-寸|ペ-
ヘふ ;jU!lしμは以(J」4Jよ心;Aム川川1:4リ刈刈↓:ぬ」」斗ふJ」斗44ふ(1仰/nqd川川一¥VJふ(υAA/司外恥オ礼/
〈乙J主〉 県中型築長とのi誕鎚係については全!県尽的領!肉匂のは握を，単位項同'σ臼4主i回司干符ヰ校をも
ととしてバーセγト品川包した。
このようにみると，①②の約72%が，一応「県中築指噂の手びき」 によって
実施していることになる郁3 とれをさらに指導内谷の観点から考察すると，回
答佼のうち指導単位羽同 8，テスターの使い方をと実施していたい学校のお%を
はじめ，各項目別の実施していない状況がよみとれる。
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とれらの関係を3 さらに技術指導の実地状況やぷ法という面から深めてみる
と次のようにたる。
2 技術指導の方法からみた指導の実態
調査察の2では， (1)電気器具，配線器具(:コードの取りつけ接続， (引 コ
ドーとコードの接続，(3) ヒューズの付けかえ， (4) テスタ .ーの使用， (5) 電
熱器具の分解修理，の5項目の技術指導をとり出して，とれが実施されている
かどうかを確かめz それらの実習方法をきいたものである。とれらを第4の8
表にまとめてみた。 (67ページ参照〉
第4の8表 実習の実施状況と技術指導の方法
r~_ 突習わ部位 1 笑習の方法
ト旨礎知到Bト~I l8 119除担|計I120 1 21 1 21 23I 24125 261弘義
l男女共毛別件同1.，1 ，，1 d 川，，1，71 QI ，! "，1 "I_[ i!" 
|者同 |μ| 叶 勺 "1 /1 "1 /1 '1 ，vl ''1 1 山
「舷頁薮夜ず1-41-~-41つヨーでi-ll-てiつつーで1 10 
コース i i I . -1 I -: I 1 "1 
男子のみ実務 | 一| 訓 1 4;.-1 川 、|寸 21 l' -1 3 
その他 |一l 叶 う| 寸寸寸ー|斗 -1 -1 
「一五一-j291 191. 15 63 51 211 31 1  161 17 1 55 
% 1(46州30判(23.8):(1附!6. /138.21 5. ~ /.8同 ，130.911 
〈住〉 きた習の部位く実施状況〉は全県的傾向のは醤をし，方法閣では回答在宅ヤも
主としてパーセシトを出した。
ますミ，実習を5項目全部にわたって実施していると回答したのは，29校46.%
となり， 5項目全部について指導ができないので，そのうちのいくつかについ
て実施してい否と答えた学校が， 19校30.2.%になって，両者あわせて76.2.%と
なる。主主主詮実習の部位で未記入でありたがらp 笑宵の方法にだけ回答した学授
が10佼あって，(第4の9表参照〉そのうち20，2lの方法3ととっている 3j;，;佼も
笑習を実施している中に加えると， 63校のうち，技術指導を何らかの形でおこ
なっている学校は51校となる。したがって，81.%の学校が実習を実施している
といえる。とれ左さらに，実習方法の面から確かめるとつぎのようにたる。
.第4の9表 実習の春日付(実施状況〕未記入校の実習方法
矧のみ法 I20 I 21 I 2 1 23 1 24 1 25 I略 報数
回答数 1 1 I 21 -1 -I 31 61 10 
一 回 一
実努方法では， :J]答学佼数ヲ5佼iて来jする各工.t'i':lのパーセ Y トを玉大めてみたs
@ ゲループ別に，各人が分担協力する形で実習させている。………..，・H ・-・38.2%
@知識厄iの指羽を中心にして，実技指訴はしていない。…・… .......30.9%
⑬ 生徒の代表による喫験実習としてithの生徒にみせている。・・・・・…...・H ・"29.1%
@ 各人個々 に必ず一回以上実習させていあ。……・……・…...…・…..…… 6.1%
@ グループ別に異教材を3 各人分担協力して実習させている。…....・H ・.5.4% 
ζ 乙で，校術持導のねらいからν、って， Eのよう次指導形態が銀全しいか
は，とりあげる教材内容や施設 ・設備の状態によって異なるので，画一的に規
制するととはできたいとしても， @~乞~ける技術的知識中心の指導が3J ，%' もあ
る乙とは，とのfi:Jeのねらいからえつ鋭しているとみてよν、。また生徒の代表
による実験実習の方法も，保守修理の怠味あ!のから考えて適切さを欠くことは
いうまでもない。(注I)したがって，とれらの両者をdうわせると，回答佼の
約55，%'C注2)が技術指導をしたかったり，お座怒りにただゃったというにす
ぎない状況とν、える。そして，残りの約45.%の学校がそれぞれの幅をもちなが
らも，方法的には妓術指導にふみ己んでいることになろう。
くrt1 ) 文部省?8の中学佼敬梁・家庭科学習指耳34L冠全tー「守{制審理」の38べ
ジーに， rどの項目の共通必修の学習では， l-:品ーズの断線やヨードのγs トーな
どのよろな，比較拘簡単な故陣を診断して，滴切な修型車ができる程度にとr:め，右足
絡な故j¥I/('!:取り上げなくてもよい。」とあるが， これからおして， 各人が保守した
り，修斑したりすることができる能力を身につけねばならぬことがうかがわれる。
(，1:2) 実習方法24に凶答した千件後16授のうち，伎の項目と組あわぜて回答した学
絞 (22と24， 20と24， 21と2のが3校あるため，これらは一応24以外のイむの項
目に入れてある。
(5) 施設・設備の現状
技術指導の内容や程度は，施設 ・設備の有無やその質量によって左右される
ととはいうまでもたい。と ζでは，電気ー「保守・修理J1'e:.1関連した施設，たら
びに設備の実態を概観し，技術指導にどんな影響を与え3 現場がどのように困
難を味わっているかをつきとめ，各学i交が希認した設備の望ましい保有量も
県教育委員会均濃定した rIJ、.中学附設試術基準(試言葉)J ，J-.l:と絞してみる
ととにする。
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l 施綾
専用教室を保有してν、るのは，12学殺;長よび24在学級の学校に各l佼あるだけ
でg まととにさびしν、限りである。またま毘科室を兼用している学佼は15校で，
との教材取扱ν、からみてむしろ喧ましν、ととであろうが3 とれも 4分の Il'r討;
た泣い状態である， r小 .rlJ学佼施設設備若準〈試祭入〈以下「県家」という)
で，第2群施設として手投工作室子，学校規模の大IJ、にかかわらや l室保有す
・るよう配当してあるが， ζの現状では官官途りょう遺といわざるをえたい。
第4の4表 専用教室ならびに準備室保有状況
備 当者
治- 2 I 0 
青島 I 20 [ 17 
(i主〉 無記入の学校5か校をのぞいてある
2.設備
計
2 
56 
8 
62 
設備については，電気 Fイロ円安全器， ローダクト等10品目をあげ(他は
自由言[""入)，それらの玉県有数量，最低必要数ft¥:，今後の購入，充実計百子砕い
たのであるが，ととでは現有数景と最低必要と誌めた数量の実態を，一覧表と
してまとめ参考iz:資するととにした。主主主詮「県祭Jでは10品目の l学綾(ヲO人)
指導κ必要た数量を;t;-の1訟の10備としてあるととを付記して沿く。
第4の5表 設備の王見有数~と最低l必要数量
('{:E) 各品目ごとの数fth'l::，上段が現有数モ1:と( )内数字」工学校数をあらわし，
下段は最保必ト後数f:1とく〉内数字は学校数をおらわす。
例安全総の上段品 (;)(3) はそれぞれ琳蹴Oの学校時， I個の学際
6抵 2伺の怜3杭示している。下段品ゐゐ訪は，最低必要
と認めた数最で. 0 (必要なし〉と認めた学校4校， 21屈が3被， 5例2
1受， 101[悶3佼といったことになる。以下同級である。
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;羽¥名¥嫡-._-._別 3 ~詳級 6 9 12 18' 
o 1 2 3 。 2 。 2 012 
~l) (め (6) (4) (5) (5) (2) (3) 
電気アイロシ
5 10 0 附5 10 ち 6 10 1 5810 5 10 5 15 
(3) (6) (2) (2) (8) (2) (2) (2) (2) (2) (2; I 。
(6) (2 3)
0 1(2心5 (03)(31) 2 012 (0の1 2 1 3 5 (8) (5) (ω (3) 
安 全 者再
o 2 5 10 4 5 10 356(130 ) 268 5 10 510 
(4) (3) (2) (め (幻 (s) (5) (2) 
013 う 012ラ o1同2ト02301g101 (M30 O(副 (6)(2)伐) (7)似 (3) I (4) (2) (3) 句)
ロ{ゼ γ ト
(O4) l G(82) lO 0451035610081061012 
(3) (2) (3) (的(2;(め包) (3) I (2)
o 1 4 5 0 1 221 但0)(42)3 024 (02) 15 312 (7)い)(2) (5) (9) (2) (2) (3) 
キ-')ケット
白2) 
ラ 10(02) 5101ラ 3ラ610 0 5 10 (120 ) 15 10 (2) (マ)I (2)(6) (4) (3) (2) (幼
o I 2 5 025 7 o 2 3 4 o 1 2 015 1020 
(6) (3) (3) (5) (マ)(4) (2) (2)ー (2) ω) (2) 
さし込みプラグ
(o 3) う 10 045(1 60) 3 5 610 058 6 10 12 10 (4) (7) (2) (2) (5) (3) (2) (2) 
(0 3)帥1(23) 4 (02) 128|。{的 2 2 316 ~l) (1) ， (2) (4) (3) (2) 
テスター
o 1 256 I (~) 1 2 8 ， (2) 10 516 (4) (4) (3) (4) 2 (3) (4) (6) (2) 2(3) (2) 
0(31) 2510 拘0)(2S) 帥ラ20 1 l 0 1 4争u5) し判ドヲイノミー (4) (3) (4) (5) (2) (2) 包)
o 5 10 15 5 10 20 30 1 2 3 10 5 8 10 10 12' 10 
(的(4.)俗)(2) (2) (9) (2) I (5) (2) . (2) ， (2) 
o 1 235 o 1 2 3 o 1 2 4 0 1(2) 26 o 1 310' 5 10 
ペュ/チニツノミ{
(4) (4) (5) (3) (2) (4) (5) (3)お (同(3)
o 5 10 15 日 103040 368(1 40) 281026110 12 5lO (的 (3)(7) (4) (7) (幼
o 1 245 0 1(2) 3 016 {0 8)
。
ラジオ受信機
{6)(的(2) 何)(5) (2) (4) (2).1 (2) (2江
0125102 里 12 3 5 103)12)|6 101211 15 
(8) (5) (3) (2) I (5) (4) (4) 
I ，0， ，! ，? ，~， ，~， I ，0 ，!，2 ，~， I ，Q ，~， }_9 1 2 4 7 I 2 3 10 I 3 5 
ハ γ ダプテ (4) (9) (2) (2) (2) I (4)(3) (4) (2) I (2) (2) (2) (2) I (2)・
|トO う (821性10yi05103035610 (02)4810610 12 但5) ~_m__cg)~g)J2) (4) i (2)包)
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(6) 技術指導の実習項目，方法と現有設備からみた技術指導の実態
2厳史，設備を概観してν、えることは，ぎわめて貧弱友状態!'C:lなかれていると
いう一語につきる。設備の現有数量でも，各品目どとに零の学校の多いのが関
につくし， あっても生徒の実習を有効に進めうる数量にはほど遠ν、ものがあ
る。ζのようた設備の現状を，各学佼の技術指導計画止かみ合わせてみたとき，は
たして技術指導の実態はどう主主るのであろうか。第4の6，4の7表は，そう
した観点から，いくつかの学校の実否項目，方法とその学校の設備の概観をし
たものである。すでに (1)の2で指摘したように，実習方法で，知識由ーの指導
を中心忙して実技指導をしていえEかったり，生徒の代表による実験実習とし
て，他の生徒にみせてν、るようたやり方は，技術指導とはいいかねるのであっ
て，そうした学校が l年生で実施している学校 (4の6表〉に多いととがうか
がわれる。ただし No.19の学校のよう!'C，相当の設備を保有し，グループ別
に各人が分担協力して実習できる態勢κあるととろもみえる。同じグループ.指
導t:いっても， No.2， 20のま挙後では，設備面から困難とν、えるようである。
両佼とも実習で (4)テスグーの使用を取り入れているが，どちらもテスターは
l佃しか主主く， ζれでは見本としての役目しか巣しえ主主いのでるるまいか。猿
治 l年生での取扱いでg 知識指導が中心と主主っている学校の多いのは，原理，
法則とν、った理科学習でやるべき学習子やらねぼたらぬ事情も加味されている
ととと想像される。
第4の7表は， 2嘉手で実施している学校のνくつかの例である。 ζζでは，
知識指導中心や，代表による実験実習が少泣くなって，イ隠k に実脅させたり，
グノレープ別指導のヌデ法が多くたっている。設備面から技術指導を相当実施でき
る学校 (0印〉も3校あるし他にもか怒り充実さがみられる。
以上のよう怠観点から， ifl答55授をみると，設備の上から技術指導可能と判
断される学校は8校，約7分の 1(63校に対して約13%)しかないということ
になる。 (4)の2で，回答授の約4ヲ%が3 方法的には技術指導にふみとんでい
るととにたると指摘して沿いたが，それらの学後 (25佼〉の3分の2 (17校)
は，設備函から計画通りの技術指導が困難であるとの推論がなし得るのであ
る。したがって，電気ー「保"iエ修理」を県中祭指導の手びきによって，按侍持
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主導を相当程度やれる学校は，63佼のうち 8 ~交 (13%) 程度しかないという ζ と
古宝いえる。
l年生で実施している場合
t注〉指車内容の項目，実習の部位の番号 l→ 10
と同じい。
学校番号O印は，設備関係からみて技術指主主可能と忠われる学校
、をあらわしている。中の7表でも同じ。
は)(2時は第4の5表の番号
第4の6表
級
学番号校l片配当岡|県関築と係のI指の導項内容目I実部習位のI方実習 法のI 設 備
コードと
No. 時間学で成校内独容編自
づ戸トの
知d(υ教31師2指実導演卜中) 
安全器5，テスタ-1
3 と 6 接ュ続ー，ズのヒ41 ち ドライバー2，，、y〆ゴテ3
一 つけかえ
県案によ 知d(υ教議邸指笑導演FI)1 
安全~~1 iサシコ ξ プラ〆2
33 10 る 1-→10 (1)但)朗 テスター 1， ドライパー 2
教入の材一れ部内か容分え 安全器，ローゼ γ下3，キ{ソヶ
35 12 1-ー+10全部実施代実表験実に習よる ツト3，サシ込み7・7グ3，テス
て 3， 9除〈 }'-2， l-"ライパー 5，ハγ〆ゴテ5
一一
29 1弓 県案によ l←ー -+10全部実;施腕1代実験表実に習 家箆より持参して使用る
星学3 
N~:I時間案によ I 1→ 9 Ig帥)的? ープ判野手2，テスタ-1， fライメ
21 81る l' .， 1を実施 伊担 :プテ l
ト-1一一ト一一一 |一一一一 」一一一一一一一一一
| 教締の実帥識指導中|安全器3，ロ【ゼツト3，テスF
15|8|? によ11→ 10日JZ襲五抗出品、1-8，サシ込みプラグ5J ドライ
パr-7， .，1、γ〆ゴテ2
マ 電気アイロ円 安全器，ローゼッ
⑬ 110 I~~によ 1 1 ー10 陸部実施仰いプ別l よ参与訂以μll2;?汗
一一→」ー |士一 !/~ .- ， /、y Il"，'玲 12
市及
?
6 
l一-+10 出八 回1 1T'\11.3 J，~~èl I安全器，ローゼシ ト，キF ソケッ
教材内容|のほか電札 制グループzul~芳シ込み7・ ラ グ符2 ， テスタ
14 Iの一部ス;アイロγ53岸部実施|分担 1{l， ドフイパー20， ハ〆〆 プ
!れかえて|分解活気事I I.1J ~日 |ヰ qi故防止 1 |ノL
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20 
No 時;司県築によ
53 10 る
54 10県築による
第4の7表
9 学級
ヒュ{ス'代表による
安全器1 ローゼット，ハYグデテ
1一一-+7 のつけか 各 1，キ【ソケット，ザジ込みプ
1 
突験爽習 '7 ð~， へ y テニッバー各 2 ， fラ
イハ-5
知識指導中 ドライバ-5 ラズォ受信機6
l一一→7 (1)(2) (3) 'L' 
サシ込みプラ〉，テスター ペ「シ
(教師実演) ナニッパー ， -'、Y!/プテ各 l 他ナシ
2年生で実地している学校
3 学級
障害関!I~と日明 pz l 努勺 | 設 備
l 咽 ι ，~ ，開l'安全器，キー Yケγ ト，ベンチニ
宮lTFによ 1 ~101全部実施院長習割議f長fZ5Z'J7特
"，_'O' Iイパー各10，
IH=rt#'~ ，+ I ，ー ハ 1 1個々笑習と|安全器1 "-Yチニッパー各10，ロ
@ 11慨によいー10kiX2)削除による1232シ七35Yよ，y怜
世 8を除く | 陣験 |安Lチ:， r J つハー官 ;.J， "":/ 
125 . 151堅 E玉!日聖子空局時ナシ
I I 1，・ 1ー ザ削l'安全器2，ローゼット，サシ込み
23 I 18併によハー10帥蜘議に淵プヲグs ベ汁ニヅー的，ド
l‘ 山 1.:c.1H~""""岨長議院 l zfブ~ 5， ~、シグプテ 4 ，テス
6 学級
No. 時間日る思案によ
1-→10 グノレ{プ別 電気アイロ Y 1. ドライバー6， I 
6 10 2を除〈 全部突施分犯 ペゾチエッパー 2. テスター 1，
ラジオ受信機， -'、シダプア各 l
県る案によ
l一一+10 安全器，ローゼット，サシ込みプ
@ 1 全部突施
グノレー プ別 ラグ各4，キーソケァト 8，ドラ8を除〈 長教材実習
イパー，ベYチニッパー各 l
伊によ 個J々 に l回
電ト気各アイロ円安令器， ローゼγI
@ 10 1-→10 全部突施 5，キ戸Yケシト， ドライパ |与l上突習 一，ハν!J.+プテ各12. プラグ7.
ベヅチ4 . 1 
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18 学級
t沼:ザb険祭吋 l一iωoI~全搬閑施芸鱈蓄諸磯繍籍割lzど2fC烈以ニユ己:土::β羽3刀ユ必ι3主沿子ヰ誌み会会ふ，包3
戸 I I 陣斗中i心 !他ナシ
険材内容樹II ~"， I 開;識殻指導中刷|テスタ-1， 電苦気記アイロγ2， l' 
6“1 ¥ロ2防ニ一崩刻 l一→iωokl附(は附1捌胸(ωs司側:)(湖(同め応 |ライパ-， ペ yチニツパ
wカLカカか糾当山L、汁I8を除く引 I(撒数師突演)川lダhヨゴFテ宅各全l川0仏>、ヴνド川ド リ川ノルレ4ι， 
24 学級
安全保ロゼツト，キーリケνッI
ト各3，プラグ，ドライパ ペ
グループ別チ各 10 テス jl-16， ~、ν ダゴNo.時間県築によ lー→10仕X3)(4)(司分必協力しテ害 電気アイロγ，ラジオ受信
@ 1 る て機各'15， 
安全法5 キーリケット 12，テス
「一一」ーー
].1-3 サシ込みプラグ20，ドラ敵同対一部内容入 グノトプ別イメ;:_'10，ベνチエッパー 5，ョ69 ' 15 
1-→10全笥暁施l義教材 テヨ，ボルトメータ -，TO/メー才L:。 I I 
(7) 電気-f保守修理」指導担当教師の現状
前項で，設備の現状とお「術指導方ままの薗から，技術指導の実態がをわめて低
く野イ面されたのであるが，では指導教師の面からみるとどうた.のであろうか。
第4の8表は，男女共学の場合であるが，教師の専攻群別でみると次のこと
3 
6 
計 |該当
'獄後数
10 6 
2 
2 
9 1 ?
?
? ? ?
3 
ー
ィ
? ? ?
???
??
。 。
?
?
?
?
?
。?
?
ー
?
2 
計ムl~ぷ1ー ムJ ??? ? ????， 。??
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• 
男女別在学男子コースは26佼で実施しているが，ことでも教師の専攻群別がヲj
女共学の場合と大体同じ傾向がみられる。ナ完工わち，
・l群専攻教師が51.9%でこ慨をしめ，
• 2鮮専攻教師は22%強にすぎない。
・ 3群守;攻教師も 22%~主主にあたっている。
第4の9表 男女別学男子コー ス
外側科|ボ朗 ??????監宝~
言十
% 2口14 51.9 
男女別学女チコ ースでは，5群専攻女教師の担当が固だって くる。とれは学
後の職・家i'Cj;まける時間編成上当然のことであって，今後ますます強化されね
Jfたらたいものと思われる。
第4の10表 男女別学女子 コ ース
i議宅~! 1 群 [2 群 I3 群 I5群倒|不明l計 1時
3 
6 
9 
12 
18 
24 
ト一一
百十
% 斗J
2 .ー ??
『
??
??
?
????
?
?
?
2 
3 2 
?
??
??• 
?
?
，?， ， ， ?
f|;|; 
以上の男女共学，別学男女コース指導の71名の教師を専攻群別にわけると，
1群29名 (40.8.%)2群13名 (18.3.%)3群1名 (15.5.%)5群14名 (19.7.%)
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とたって， 1群専攻教師が4劉をしめ， 2群専攻教師は2割に満たぬ状態であ
る。投滴指導も乙うした点でいろいろの問題をもっている。
(8) 学習指導ょの問題点-…・・今後の課題
各学'佼が，学習指導よ当面している問題点ど教師の面;施設・設備の面，
その他にわけてきいてみたが，と ζにでてくる各学校の問題点は，とりもなな
さや，電気ー「保守修理」の技術指導を進める kの今後の課顕ともなって〈る
ものである。と ζではそれらの概括的た問題点を列挙するにとEめる。
・教師については， 2群専攻教師がほしいとの買が圧倒的に多い。とくに，小
規模d学校が多数教科担当で'1官iむとともに，切実宏、叫びともたーっている。同時
に，研修の機会の与えられるζ とを欲している。 ζの欠陥を是正するため濯
科担当教師との連絡を密にしたり，校内現執教育を行うたどの配慮をしてい
るが，とれらが技術指導の内容を低下合せていることは，各学校の反省とし
て不直にのぺてある。
・施設・設備面のあい路も大部分の学校が認め3 これらの充実を3 国や県の助
成に求めるとともに，学校内の予算配分で何とか打開したいとのべているc
しがし実習器材や工具すら急速に充実できるようた闘うどはたいようで，何
年計画かによってうめる以外方法はたさそうである。学後によってはいろい
ろ苦心のあムもみえるが，との面の/ff絡が学習能率を阻害しているととは，
致命的といってよい司工具など，できるだけ家庭から持参させて不備を補う
よう配慮しても，思うようにでき、ないのは当然であって，担当教師の怠慢の
みをせめるわけにもいか君主いであろう。
・各学校cも，ζめ教材の指導争効果的たらしめるため，理科との連絡を強調
しているのは当然である。しかし，すでにみてきたように，事実の上ではと
れから研究されねば主主ら主主い酉が多いように思われる。まtc，女子の取扱が
男子と比較して困難であり，1/、ろいろの面で苦心してν、るe回答した学校も
多いのであるが，せめて「県中築指導の手びきJ程度の技術指導がなされる
ととを，願わすなには3なられたい。
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(五) 建設ー「木材加工」 についての指導実態
学習指導要領では， r木材加工では，工業生産l'LjSげる木工佼術の社会的，
経済的た意義友理解させ，各種の建造物たらびに木製品を計画的，銭率的犯製
作したり，修理したりするのに必要た基礎的た技術をを習得させる」とあり，
さらに留意点の項につぎのように述べている。
(1) 図画二L作科の 「木工」の学習と密接主主関連を図って内容を厳選し無益
た重複を避ける。
(2) 第2群の 「機株製図J r建築製図」の項目と融合して，効果的た指導計
E司をたてる。
さらにとの項目が，非共通の必修である関係や，ややもすると手技工作的に
たりやすν、とν、われているととゑどを反省して，以下にその指導の実態をみて
いくととにする。
(1)指導計画とそれにもとづく単元の組立
すでに(二〉の (2)項でもふれたように， 第5の2図 指導計画
木て，金Tが共通外の!1%，修という関係から，
男女共通の学有内容としてとりあげ，指導し
ている学校が非常にわやか訟のであるが3 第
5の l図はそれをどうらがきしている。男子の
み実施している学校は39絞 (62，%')，男女別
学，問教材が41佼，男女共学，たよび別学異
教材取扱いがそれぞれ2校，男女とも実施し
てν、友い学絞が16校とたっている。とのよう主主指導計画にもとづν、て， 単元の
組立てをどの程度に実施しているかを，つぎの3つの観点からみてまとめたも
のが第5の2図である。
1.新潟県中学校長会編「中学校職業・家庭科指導の手びき」第二集にある 「本立」
「本籍」 をとりあげそれによって実習させる。
2.繕設設備の関係上グループ別に各々異教材をえらび学習させている。
3.他の項目，分野といっしょに組合せて単元を組立てる。
4.その他の方法で単元をくみ立てて学習させている。
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とれによると， 63校中，r県中案指導の手ぴ 第5の2調単元の組す.
きJ(第二集〕によっている学授は36佼(男7JO
で，実施後47授の77%をしめている。手び
を書の影響は，ζの項円だけに限らや，他の
調査丁目じ|でもみられたように利用率が山ν、。
(2) 実施学年と時間醍当
「保ft'築指導の手ぴきJ(第二集〉の，木材加
工取扱との注意 I1て， r本立は， 第 1~ろか"1'か 第5の3図 実施 'γ 平
第2学年で学習できょうし，本箱はその恭礎
校術を生かすeν、ワ意味立第2学年か第ヲ
学年の教材・として適当である…。」とある。
との撲によるとすれぽ， 1年で実施の初-合，
大体の教材内容の見当がつくわけであって，
笑際に各学唆が l年?取上げた教材も，4>-立
がその70%をしめてν、る。
第ヲの3図でも，2， 3年で木工を実施し
ている今校は8校に過ぎす" 39絞 (62%)の
学校は 1~年で実施し， しかもその 7 劉が本立
を製作しているζ とに主主る。
とれをさらに，学期別にみると， 11手で実
施の:場令， J学期18，% :Lザー族70，% 3学期
12.%の割合に君主り，r製図の基桂」との関連か
らみると，かたり関連された形がよみとられ
る。すたわち， (ニ〉の (3)でも指摘して
(~主)別学在ふ〈めτ lI$吾~!lU)J._い司鴻令阜、n.t十ずある
第5の4図 時間配当
あるようtL， r製凶の基礎J が I ~の，しかも二学期に多く集中 していたが，
オててに沿いてはs それらの学校で2学期後半に予定しているととろが多くなっ
ているのは，ある程皮の関連を計画しているとみてよν、。
っき'1'/二時間の配当であるが，実施佼47佼の総平均湾問13時間は， r熱中突指
導の手ぴきJの15時間より低いが，大体近接しているといえる。第5の4図は
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それらの傾向を示しているが，内容的には最低3時間から最高36時閉まで， 33 
時間の聞きがある。
(3)技術指導の内容および程度
1 県中葉の指導内容との関係および指導単位項目の実絡状況
県中案の指導内容との関係はつをのこ点かむたっている。
12.木材加工の指導内容とその取吸いは新潟県中学校長会絹「中常校の職業・家庭科
指埠の手び~J 第二集「木立J r戸同首」の内容にそってやってL、る。
13.手びきを参考にして常校の実情にそくして，それJ}!.上の内容を加えてやっている。
14目学校独自の立場で内容を編成してやっている。
指導内容(指導単佼〉項目は，つぎの[1頃貝の実施の可・不可3ときいた。
1.木材ー の桝造と貯ニ質 2.形〈意I的と工作図，見積り
3.工具の葎類と使ν、方，乎入れ
5.木どり 6.け十り(3f而)
4.工程表っくり，作業計画，分担
7.け守、り〈木口，木端)
8.切断 9.段ぞ穴あけ 10.組立 11.塗装
と止しらについては，第Fの l表のような回答告とえた。
第5の1表 指導計画別にみた実態 (全集計)
、指計導拘す別\寸\日到~\ 古語嬬内容と | 指導単冊目と実施してい恥母校数
12 I 13 I 14 1州 計1112 I 3 I 4 I 5I 6I 7I 8 I 9 11 0 1 1 !~故g
~男学女問共教材学，別 にヌ ー 1 
相場合 2 2 2 2 2 6 
別のt学z，=子異教材 1 1 
卜一一
2 コ{ス
の男場子合のみ突施 241 71 6 2 2 7 2 3 3 3 1 4 10 39. 
そのイ也ーーー
トー 一 ト一一一16 16 
23111 181ぉ!li131110|5181 51 M l 5113147%_1(1/.7， /，)1(12. 7)1(1/. /)1(28. 6) (l0)!1". /J.'/J. 316.1/.12/.31/0. "1/2. 8/0. 6.10. 6129. 8'/0. 62.L5L/1 
〈注コ県rj:t築指導内容との関係で米記入2校為ったが，それらの争後も指導単位項同
には回答している。
「県中案指導の手ぴき」指導内容との関係については， i本立.J i本箱の製
イ下」の代表的な仕事を「以中築指導の千びき」にそって， 実施している学校、
が， 63校のうち30佼で最も多く， i県中築指導の三子びき」を参浮きとした学校，お
よび，学校独自の内容編成をした学校がそれぞれ8校I 7校と相接している。
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また指導単位項目は， 47被のうち，実施してい定こい学主主数と，ぞの[!l~等学校I'L
対する割合がIHているので， どの項目が実施されていないのか，伺kの項目に
ついて検討をするととができる。
2 技術指導の実施状況と実習方法
とれらについては，つぎのよう滋賀問に答えてもらった。
1.木どり 2.けずり G手商) 3けずりく木口，木端) 4ω 断 ラ.組立
6.1:食後 以上の基礎技術の実妓指導lまどのようにやっていますか。
央部 I15.J'.の技術についての実技指滋は全部実施している。
: IG.J二の柊術全部についての指導は出来ないのでく
習位 1 のみ実施している。
I 17.各人イ閥均に必ず l製品を作らせ笑習させている。 一. 
〉について
実 18グループ別に各人が分抱協立して lケ以上の製品宏っくり炎容させている。
習 19.グループ別に異教材をとりあっかL、各人分担協力して実習させるの
20. 1::"i-!. 1 7の場今と同様にしているが，更に~グループは 2 つ以上の異教材の
の 実科が出来るようにしている。
ヵ 21.腕設設備の，'fj具の関係上，実被は会:[1に実容させられないので生徒の代表
J I による突激突習として他の生徒にみせている。
主 '22.知燕の前の指蒜を巾心にしてs 実技指巧はしていないく教師の実演的実雪
I f~度"t>生徒は見学〉
123.その仰の方主主でやっている。
指導計直別に実習の部位〈実施状況)と実宵の方法をまとめると第ヲの2表
のようにたる。
第5の2表 実習の実施状況と技術指導の方法
〈ζ [ヌ.分 f
計
% 
ます~，基礎技術としてあげた六つの実技につν、て， 1ヲ，4l:部実施している学
絞は30後 (63絞の約48%)になよび，とれが実習方法17，各人例.)d'L必す 1:製
品~作らせ実習させている学校と ， 大部分一致している乙》はいうまでもな
い。また， 16，六つの実技会部の指導はゃれたいので，いくつかに限って指導
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している学校も20.%に及んでいるが，何が実施でき主主いのかは，第ラの I表の
指導単位項同を参照していた7さけば判断がつく。且[Jち，木どり， けやり，切
断，組立の5項目を笑絡していたい学校は数少たく，塗装のできない学校は前
5項目のそれぞれ2倍以上となっている。また実習方法22は，知識指導が中心
で実技指導をしていない学校であり，21も生徒の代表による実験実習が主であ
るから，両方とも技術指導から一応除外しでもよい。これは回答学校の15.%と
なるので，回答学校 (46校〉の80.%以上は，何等かの形で， 技術指導を実施し
ているとみなければならない。
(4)施設 ・設備の現状と技術指導の関係
施設として，専用数笠宏保有している学校(j:， 47校の回答に対し， 9校であった。第
5の3炎(';t， 専用教雪きすもつ学校，および草子m数寄はもたないが，設備がととのってい
て， 技術指務可能と思われる学校をとり出して，殺羽狩旨滋の突態を設備との関係でみよ
うとしたものである。
第5の3褒 設備の現状と技術指導の内容，方法との関係
. (注〉学校番号にO印のあるのは，学校設備からみて技術指導可能と判断されるや校
.専用教室のある学校
院側鵬首|君臨吋|鯛州突吋設備の
INo H イY〆 ! のこぎり |
31"@'主義 151'をに l→ 1 銅剣各人個々に 10，曲尺5Jかんな12旨決習させるのみ 5，ま しびきのこ
r-- ト一一一ー り10
3 38 本立 15 IYよL案るに l一"'11全部突施 実各人習個さ々 にグライ糸Y(二のダ枚Fこ) l， 平かんなせるかんな 各ぎ5，鈎尺3
足ふみ り2
一一品五 拙匹 1-ー+10 各人個々にl1機F械かのこ機2，幽のこぎり 23 42 ィ、明 10 自で 4.8.9. ずりみ実習させる んな2， 尺5除〈 主食 装
6 1 14 本立 12l県事長に Iー →11木除ど全り部を実各習人個々 にグアイヅダー し のこ管ラりよる 4除く く させる 3，平かんな10，曲尺
一一
6 1 17 木立 10H共事震に I1 :全部爽抱 個々に平木強かんな各 げんのう巳 2 よる させる尺 10くFぬ 3
一一 っち『ーー 一ー一一ーーー ! 
12 ⑧ 本立 事角機?械の?の2みこ控機機}各lム平2hぎり 5 15牒に l→ I[全部門奏会?に 」尺12よる 9除く せる 具箱25
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との表でもわかるとおり， r県中案指導の乎ぴき」によって*ï'r.~とりあげ
ている学校が大部分であるが，47校を通覧して，学校備し、つけの設備で技術指
導が可能とみられる学校は， 7か校程度に過ぎないのであ否。もちろん，母校
に設備がたくとも，生徒の個人もちあるいは，生徒の家庭から持参させて指導
ナる乙とも可能なわけ('はあるが(多くの学被がそのような構賢をしている)，
学習能率をたかめ，よ りよい成果をおさめるために，学校で完備するととが望
ましい。また区西 ・工作との関連からいってもそうあらせたいものである。そ
うした点から，木材加工が手技工作的なものにならたいためにも，施設.，設備
のあい路を克服する乙止が，各学校の当面している大きた課固といえる。
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(51指導教師の現状
第5の5図は，男子のみ実施してν、る39絞 第5の5図 男子のみ実施校に
の，指導教師をその専攻・群別に分けたもので
ある。 ζれによると， 1 ~F専攻教師が60，%で
圧倒的に多く 2群専攻教師はわすコか12.5%
にすき'たい。ここ、でも，各学校、が2群専攻教
師を欲している声が大きく，講習の機会など
を切実に要望している。
(6) まとめ
みられる指導教師
以上を概観してここでもいえあことは，技術指導の成否に大きく影響するも
のは，施設，設備および指導教師にあることが明らかである。各学校からょせ
られた医英語点や問題点も大部分ζζへ集中している観がある。今後多難の道で
はあるが3 現実的な打開の方法をま持十る以外に手段は主主いといってまい。そし
てP 国， 1札市町村一体の施策も希望してやま主主いc
(六)機械ー 「金属加工 lについての指導実態
F工業生産主主らびに日常生活にたける金属の占める位罰は相当に重要なもの
であるから，金属加工に関する社会的，経済的主主意義を理解しその基礎的主主
技術を身につりさせるととは，国民の一般教養として必要注事がらである， .! 
との学習指導要領のねらν、からみると，一般的主主金属加工の技術を肖得さ
せ，各種の金属製品の製作，修理主主どをたしうる技術を身につけさせるとと
は，中学校職業・家庭科の重要た教育内容であって，タ:くととのできたいもの
でるる。 ζ うした観点から，昭和37年度から実施が予定されている，技術・家
庭科では，金属加工法太変重姿視されてをている。そうしたζ とから，県下rf[
学佼の職業・家庭科'{c.沿ける，機械ー「金属加工J，技術指導の笑態を明らかに
してみるととは，憲司銭あるものと考え，本調査の実施項目に加えたわけ'-Cある
が，以下，その指導笑態をみてみることにする。
-85ー
(1)指導計函とそれにもとずく単元の組立
機械.......r金属加工」の学習指導項閏は，学
習指導要領K沿いては，共通の学習内容?と
入れてたい。したがって， jなもに男子向き
の学習内容というととに主主るから，男子の
み実施の学校の多い実情は当然と考えられ
る。しかるに，男子のみ実施の学校数22校
(34. 9，%) ~対して， 1金属加工Jは全然
実施してν、ない学校が， 34校J (53.9，%)も
ある。こうした調査の結果は3 今までの調
査項目~I:t，みられ主主かった傾向である。
第6の1図指導計画
とl乞かく，実施している学校の28か援について，その指導の実態をますちさ
ぐっ寸こみるrとにする。
実施俊28i焚における， .単元の組立ては，
つぎの第6の2図のよう陀実施している。
との結巣からみて， 211交(75，%)の学佼
は， 1県中君主指導の手びきJ(第2集〉の「ち
りとり jの教育内容吾参乏にして，さ学習指
導をやっているという乙とである。
あとの学校は，他の項目，分野の内容と
組み合わせて単元を組立て，指導している
といってさしっかえたい。厚板金加工p そ
の他は各l後bるにすぎたい。
(2)実施学年および配当時間
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第6の2図単冗の組立
く3のグループ別夫教材なし〉
第6の1表
(注) 別学兵教材 t女7うは学年合計に合ますご
「金属加工」の指導学年は 1年lli交 (39.4%)，2年13t交 (46.4%)で l年，
2年l乞宍絡している学佼が多い。薄板金加工のらり》り〈角野容器〉程度の場
令は，I年生iてて実施，指導内容に，加熱整形，研麿，焼入れ焼戻しの指導項
目が加わると2年 3年I'C.:I甘いて指導8とするといった傾向に君主っている。
配当時聞は， m6の7表にみられるように，指導内容や，実潤の方法，設備
主主とと関述的にみて.その配当時聞が演さかどうか判断をしなければならな
い。乙乙では，つぎの表K示すにとどめる。
平均 投前 最低高~低差
1時間 21時間 4時間j 17時間
「県中葉指導の手ぴき」によるさ学
校は，約60%あるが， 県q.t~段門主3
金属加工ー「ちりとり Ji乞10時間配
当しているととから，言r均学習時
間， 1時間とたったものとま号える。
最低4時間は問題であるが， 20時
間は，多ナ乞℃もて会ずであろう。
指導内容や，実習方法，設備の現
有等から検討して，学習時間をきゐ
第6の2表 配当時間
計
% 
三?とιJ-p5 J竺 ー
計 22 I 6 135 63 
%(78.8)1(21.2)1 
く注〉 ⑪独立の単元釈なて。
.@他の分野・項目といっしょの単元
組立。
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やや，従械的i乞 s 他の群とのかみ合わせのつどうでI~現時却をるのでなく，
設定しているよう1がみえる。
技術指導の内容と実習の方法上からみた指導実態(3) 
票〉
??????????? ???? ?
?
???
3妄
13. I金臨1日て」の指治|勾谷とその坂敏いはがT潟県中学校長会総 Irね
学後戦笑 ・家庭科指導の手びき」銘ニ集「ちりとり」の内容によ
ってやっている
14 モi三び~~参考にしてきま:佼の爽tiJli そくしてそれ以上の内容を加え
てやってし、ゐ
15.学校独自の立場内容を創成してやっている。
指尽の草i佼項目[突施可否卜指樽の1'1.佼項目|実施可
7府市天間五万| τ五一一一一一一
-子入れ I 一 一一
2.設計と張関 I 7.加熱・整形
1
3け針 | 盟
4.切i五 I 19.焼入れ，焼IAし
己と立
(調第6の3表
????????↑ ???
??????
「県 ~I'築指導の手びき」第6の3表の調査票によって，技術指導の六容は，
また，をの指導絶問，穫皮-を推定し，陀ポされた学習内容との関連にたいて，
その実施の可，不可を問い，指「金属加工」の最少限の指導抜能1質問を提示し，
ζ の調布項目をと加えた。導内容l酎からみた，技術指導の実態宣つかみたいと，
さらに実習の方法上からの指導それとともに，第6の4表の調査察によって，
多ミ態をもつかもうとしたのである。
票)
の
差壬
18.各人個々に必ずー製品をつ〈らせ突苔させている
19 グループ別に各人が分担協力してL、くつかの製品をつくり突習させている
20.グループ別に異教材をと哲あっかい各人分担館力して突習させゐ
21. jニ誌の7.0の湯合と同殺にしているが，更に各グループは六つ以上の異教材
の実習が出来るようにしている
22 施設，設備の市兵の関係上，笑授は全員に実習させられないので生徒の代
淡による実験実習として他の生徒にみせている
23.知殺伺の指湾十中心にLて突技指主主はしていない。
度で生徒は見学〉
24.その他の方法でやっている。
(~致(fJjの爽験的突習毛主
(調第百の4表
??
}j 
法
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その結束;を，まとめたものが，第6の5，6の6表である。
第6の5表 l以中3震の指導内容との関係沿よび持m単位哨闘の実施状況
J 4 
6 7 
9 2 
12 1 
18 2 
24 :_ 11 1ー ド 12 1-卜二卜〉卜_1_:_ 11 1_1 Iと
計 17 1 3 8 - 28 2 1 I 7 6 6 6 12 122 :24 28 
% '[60.引10.7)(28.6) (100)，¥ 6./， 3.61 25.0 21.2 21.2 21.2! 78.81 78.8' 85.7 
「県中築指導の手びきJ(第2集)には， i.金属加工Jの代表門ゑ仕事として，
「ちりとりJ iドライパー」が取り上げbれている。乙の県中案の内容により
指導事しているとν、う学唆が， 60.7% あったわりだが，そのうらの大昔C~分iよ「ち
りとりJをとりあげて学百させている。その他で火造，熱処理の内容まで実施
していると回答したザヒ吹が15%-20%程度あるけれども， よく検討すると苓に
近い。単JtfCiドライパー」を取りあげている学校は l械もゑν、。
1.切断 2.折り幽げ 3.接合の指導項目を恥¥}にした，実現の指導
はどのようた方法でやっ℃いるか，とれについて調べてみると，つぎのような
失態がみられる。
M6の8表 ~荷の方法からみた指導;R;態
20 21 22 23 I 24 I照なし，回鰍数
一-4 ??
、???
?
?
《? ?
?
??
?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
， ， ，??， ?
?
?
?，??
?
2 
l』苅U4叫示ι;しじ:;5勿引川J」7口心2幻JU)ji(i; ??，??? ， ， ????? ??
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(1) 18，各人個々に必ず製品をつくらせ突習さぜている学怯-57.2% 
(2) 19，グループ別に各人が分Js.協力して挙運羽させているさr:俊一一 14.3%
(3) 23，知識面の指滋を中心にして3 笑技指Jj.j;はしていない学校一一 28.6%となって
いる。
以上の結果と，銘6の 5表を見くらべたがら検討をしてみると， r以rl案指
導の手びき」によって，支たそれ以上の内容を加えてやってν、る学授は28か竣
のうち71.4%あった。さらに，実習をとおしているか，知識中，むの指導法であ
るかによって，ふりわけてもみたが， 28か佼Dうち20変が，実習をと沿した指
導をしているとい弓結果とたった。
とれを，今思の調奈授会体との割合からみてみると， 31.7%程度の学校しか
第6の7表 指導内容項目，方法と現清設捕その他から
学，"".I 時間i県案と
話|官|単元名門部盟問 指務内容，項目
護l号I I年li113141司
I ~ Iち り と り114q !材料 用共手入れ都|けがきのみ
21ち り と り 21801 1 1 1 ~6 まで宿導
3 I i板金加工 l'6 !O (Iのよy-.回採合のみ指導 1 
3 4金鼠加工 13112'0， I 1-7まで按導 t 
金属為I T' 1120， 0， 1-6まで指蒋
生活用品の工夫 11刻o1 1 1.2. 3. 6. 
メケツの製作，修選 12141q 1 1.2.4.5.6 鋲どめ
ちりとり '3ltobI I 1 ~6 と 8 のみ
主 り 121121' 101 喫施なし
l Ido | 1 l~6まて寸時
118'0， I I企 上
6 12 I It 12180 c 1 -7まで指導
13十グくロート) 12.120 ' 1-6まで指滋
14 I 火おこ しI121，0 1-9まで指迫
I : I機械盟関I~II;IO 翻酬のみ鵠
161機械の取扱い 2卜 ~I~ I 01 ~-6 まで指導
1 171ち り と りI31O'q I I 1 ~ 6玉壱票率
9 18 板金正作 1119ρI I 設計，製図のみ
I 19 I電気ス タγ ド製作 :210' d 1-5と8指導接合なし
1201ちりとりの1製作 121210 1~6 まで指導
2121 金糾製作と金工 1 9 I !?' 1.2.4.5 と金あみ l 
22 はんだづけ ，仰511 10，1 1. 2. 4. 5. 6. 1 
23 板金の基本工作車1111 1り材料用A9=入J-I，設計製図のみ 一一一|
一 回 一
1-金局加工Ji:l'H砲していないζ とにたる。しかし，とれば男子のみ実施の学
絞殺を入れての結果であって，男女とも浮荷をさせている4学校生文の割合となる
と8%にも述しない実情、である。
(4) 指導内容，方法，と現有設備その他からみた指導の実態
機械---r金底力1て」の学習実施佼28か佼について，その技術指噂の決議を，全
体的な立場で検討してみるととにしよう。すたわち， 実施学年2 配~'4時間】県
中笑との闘係，指導内容の指導項目，実習の方法，設備，指導教師専攻群，実
習教安等のいろいろたimからの総合的君主検討を行って， Jえの技術指i与の~態を
?
???
?
??
「 ?
???
?
?
? ? ?
?「
???
??
?
????
?
? ー??????????
?
?
??????
?
?
?
? ? ??? ?? ??
? 「
?
?? ? ? ? ? ?
?
?????
2 
理
三u.
EJ 
????
;1i 
jj|1 
不
普|ム
6. 
l' 不 0
3 普
Ij :i農作
2 凶
5-1 普
会よ
全よ
会よ
知滋rl心指導
各人 1m!実習
グループ分銅協力
突寄せず
グノレー 7・分~11協力
各人 1Ifl実習
板金加工なし
グノレープ分担協力
知識rl"L':/'同品目
LJ 
なiし l
Jし |2012
2-3 (専).0
官i; 1 '{j' 1 
5-1 凶|ム
ヲ"1-並 1-
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i|: 単 フじ 名 噌年需青草 指 i.fJ， 内
24lちりとりの作り方 イ1-9ま
18 25 簡単な金工品製作 設計p 製関のみ指穆
26 表本しっくり 1 ~9]:<三指潟
自 |27 ちりとりの捌1~1 :~iOI 
28 1プザ戸製作 11 10 1-9まで指導
(注)0印は，総合的にみて実技指導可能と思われる学校
ム印は，やや可自信かと恩われる学校
っかみたいと，まとめたものが第6の7表である。
容， 写i 同
用具の面からみる主主らば，薄板金加工を実施するに，合切欽，折り合，はん
だどてがp 最少限にみても，各グルー7.!'C2 T程度!まゆを渡る必要があろう。
しかし，それも 1!学級当り生徒数の少い，小規模学校のととであってp 大規模
学校で生徒数が多く怒れば> 1 ~学級当り金切欽5了や10丁程度で技術指導を実
施してν、るといっても，それは学習とはν、えたいのでは完cV'、だろうか。
第6の7表によ りて，種点検討し> I金属加工」の実習が，たんとか実施で
きるであろうと思われる学校を，ひろい出してみたが，わやか3か後程度しか
あげられ!たかった。
① 3学級規模の学校は知識中心の指導で終っているとみてもよい実情、で
言うる。
② 6学級規模の学校は14呑の l校，それも， r火3なとし」では，はんだ、づ
け接合は，実施でき君主いだろうし>12呑> 13若干の学校も， もう一息とい
う状態のように思われる。
③ 9学級規模の学佼は該当校友し。
④ 12学級規模の在学校は>20稀 lか;1交， 22番の学佼は> rはんづだけ」だけ
の実膏ですt.ぜている。
@ 18学級規模25若干の学校、は，設備はあり" 2群専攻教師が担当していて，
しかも工作蛍をもってv、主主がら，知識中心の指導で終っている。
@ 24学級規模27番の学佼は，設備もよく，技術指導は最もよく実施されて
いる学佼のようである。
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実習の方法
各人 l問実習
鮮識rj1{;、指導
各人 lfo1実習
各人 l回実習
全上
30 20 
指i(J.教師項目の数字('!，1.'7攻群別を示す。
jzlヌ
乙の調主主の結果からみて，以下の実情を推定する ζ とは，問題であるけれど
も 「金属加工」についての技術指導実施の実情は， 5%程度のものではない
だろうかc ともかく，w.下中学佼の機械一「金属加工」の指導笑態は， ζ の調
子E実施項目の中では，最も低調のようである。
む - すぴ
県下中学校職業・家庭科の実施の状態は， r保rl築指導の手びき」にそって
技術指導を実施している坤校が，その大部分を占めているといってもよい3
rf恥中築指導の手び会J (第2!長)f'L;土p 機械ー「金属加工Jの学予司教材と
して rちりとりJ rドライパートが取り上げられているが3 その取材の田市
に， r金属加工JVC闘する施設・設備の制約と，法礎的技術の官を考忠して 2
代表的た仕事として， rちりとりJrドライパー」を取りあげた，とある。そし
て，学調の重点を，展開ヌ1.接合，火造s 熱処湾!I乞沿いてν、る。今回実施し
た「令属加工」 の技術指導の実熊調斉結果によれば， r金属加工Jの実施佼は
44.5.%程度であって， その笑施按のうち，大部分は「ちりとり」による核合ヱ
作が争調の中心に恋っている。 rrライパーJをよ依り上げ，火造，熱処理の技
術内容lfiFlまで実1習をさせてν、るさ非核は 1被もみ手当らたν、現状である。
「県中案指導の手ぴき」では，県下中学校の施設・設備の現状を考慮して，
プロジェクトを選定したわけであろうが，現場の縫設・設備の現有状況は，さ
らにひどいものてあって， rちりとり」の薄板金加工さえ実施てきずに，知識
中心の指導て終っているといった学校が多い。
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一四
校校
機椀 「金属加工」の指導も笑施してい主主ν、学授について， E実施し訟い理
由別の調査由答によると(第6の8表〉大部分は，施設・設備のなかったとと
が原因になっている。ついで担当教師のい主主かったこ止である。学後の実情か
ら必要でない。地域の実情かゐ必要で主主い， といった理白陀よる米笑施の学校
が，多かったととは以外である。
昭和37年度から実施の技術・家庭科へ，ちかく移行が行とれようとしている
現在， こうした「金属加工」の実 態をみると，機械ー「金属加工」の技術指導
の前途I'C，大きた問題のある ζ とがわかる。とれらの制約をどう乗り越え:r;_，
今後の技術指導を推進すべきか，とにかく，早急にとの問題の改善策を検討す
る必要カ宝あろう。
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E 技術指導の現状と問題点
現在の中学校職業・家庭科学習指導要領が，昭和32年度改訂版とLて会表さ
れてから，すでに3年余りを経過している。本県に沿いては，いち早(，県中
学校長会の手により昭和32年3月， 共通必修の内容とその取扱いを解説し?と
「中学校職業 ・家庭科指導の乎びき」を公{tCL，さらi'L昭和33年3月，その姉
妹編ともいうべき「中学校職業・家庭科指導の手びきJ第二集(共通以外の必
修の内容とその取扱〉を発刊して，改訂指導要領の実践によりどとろを与えて
きている。とのよう主主木県の実情から，今回の調査1Z::lt-¥"、ては，第2群の5噴
目V亡わたる技術指導を進めるにあたって，県下の中学校はどのようた計画をた
て，それをEんな方法で実施しているかを評価介析ナる視点を，第ーに「県中
実指導の手ひPきJIZ:沿いたわけである。もちろん， r県中築指導の手びき」は
一つの築であって，中学校側がとの案によって指導を進める場合は，各さ子被の
実援にうら十けられ，実憎IZ:，epした，教育課程改善IZ:，つ訟がるのであるが，
第二集をようやく手にしたぼかりの現場にとっては， とうていそうした余裕の
ないのが現状と思われる。その上，昭和37年度からは円丘代技術l乞対処する態
度を養う」ととを目的とする教科としてのI r技術 ・家庭科」に移行するわけ
である。職業・家庭科くらい目まぐるしい変遮をくり返した教科も主主かった上
Iじとのようた大変革にあう学校側の悶惑はい‘うまでもたく s 直接指導に当る
教師の，時k の変化に対処する苦心もたいへんたものと同情される。
しかし r近代技術に対処」できる国民の養成は，わが国の歴史的課題であ
り‘そうした乙とを，あらためて教育の中にしくき主主りれぼ怒らたい現状が問
題なのである。われわれは， ζれまでの言i'，i会そと主なして，職業・家庭科第2群
5項目の牧術指導に主まける実態にふれてきた。それは県内中学校における実態
を基づりるものとしてy 概括的主主解明をしたに過ぎたいが，あまりtても問題の
大をいじkを再確認せざるをえたかった。 ζ こでは， それらの問題点の中か
ら，全体を通じて共通にみられる問題をいくつか選んでまとめてみるととにす
る。
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学佼が増加してくるのである。とれは3 各学唆が施設，設備，あるいは指導教
師といった現実感↑につき当って， 止むを得守、とった措Fー と思われるが，それに
し℃も機棟一「整備修且jのどとく，共通必修取扱ν、で36.5%と低下せぎるえ
ない事情に注目しなければ友らたい。
ととろが，技術指導の内容や方法百で3 実践的活動をと沿して学理させるよ
う意図している学校も， し細に施設や設備を険討していくと，計画の上では実
習を行っているF答えた学校の中から，基礎技術の指導を期待できそうもたい
学1交が出てくるのである。 こうして最終的に，技術指導可能と評価される学校
は，1-製図の基礎」の16%を最高に， r金属加工」の5%にいたるまてそれぞれ
10.%程度にとどまってしまう。憾遺ながら2 これが実態調査の結果判明した職
業 ・家庭科における技術指導の実態てあること認めざるをえないのてある。
(三) 専攻群別にみた指導教師の実態と問題
職業 ・家庭科における技術指導は，第2群に限られるものではたい。第6群
を除く各群は実践的活動のとも主主うのがとの教科の特色といえる。との調査
は第2群になける5項同の調盆であるから，指導教師も 2f!縛攻教師凶ら
れるととが望ましいのはいうまでもたい。 ところで実態は337名のうち，2震学
専攻教姉は58名 (17.2.%)にすざないものとなっている。これは5群専攻の女
教師62名 (18.4.%)よりも少なく 1群尊攻教師 148名 (44.%)の約4魯lにし
か当らない。もちろん2群専攻以外の教師が，2群における扶初防指導に不適当
と割切っているわけではたく， 2群教師以上に指導しうる適格者・もたいわけで
はあるまい。しかし普通の状態、からいえば，2君平等攻以外の教師が2群の技術
第3の3表 専攻群別tてみた指導教師の実態
「¥¥明則 l群 2群 i3群滞I6群|-j棚!計項目|ζ二三 I I 'Ul' I L:jf I I :> 'ln'  0rr !11B~ 1"tl ';'flIJ I 
捜図の基礎 41 9 26 4 う 102 
機械の整備修理 41 17 8 19 6 2 93 
句会くの保守修理 29 13 11 41 3 71 
木材加工 24 8 3 40 
金属加工 13 7 5 3 31 
計 1481 58， 411 621 51 18 337 
% (削)|(/72)(/2M 4)|(/5)|(54(/;| (100) 
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指導K当るととは，努力をともたい，研修が必要とな'?-tくるのであるロとく
に小規模学校にないては，多数教科担当というあい路がるる上I'Z:，そうした事
情が重主主るととは， ν、きなν、断|号指導をあいまいたものとしてしまう沿それが
大きい乙とは，調査の結果が雄弁に物語っている。 2群専教教師のい君主ν、学?僚
が講習会や，研修の機会が欲しいと要望しているのもp その実情を示してい
る。またそうした措習で，県内中学校，職業・家庭科記当教師の指導能力を高
めうるのは，乙の調査5項同に限っても数か年の円時をと要するととと思われ
る。 4年後に技術・家庭科の全面写実施3とひかえ3 こうした措置が，施設・設備
の充実と相まって遅延を許されたいものがあるζ とを痛感させられる。
教育は 1!aもとどまるものではたい。百年の大計をはかる前に，ます宗とのよ
う主主あい路が取り除かれねぽたらぬととを声を大にして訴え，それが現実施策
として実るととを祈らやにはお「られ主主い。
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あとがき
技術・家庭科の母体ともいうべき職業・家庭科ーに1なける技術指導の
県内中学校63竣について学校規模別に調査し，その問題点を明らかにし
結果は， rとんた状態で3 果して技術・家庭科〈移行できるのである
の疑問が大をく残さfしてしまった。しかも技術・家庭科の性格が，
われの生活tて3なげる技術的た商を中心とし，第三に具体的た指導計
地執:BUを認めtたい立場にすーっととによって，地域差，学校規模別によ
をのりとえてJ 実施にふみきらねばたらぬととであーる。 とのとと
省令長よび総則の解説 (8，技術・家庭の5，内容の項〕の中で
たのは，とれを担当する教師，施設設備，学習運営費の確保ν、かんで
時十乞sζの学習成果を生紛が活用すべき生活の場としての，日
認識いかんという点にあったoJとのベてある。
問題はむしろとれからである。過去に1ないて果さねば怒らたかった
課題を含めてととにp 今後数か年で何とかせねば士r.I:Jぬ方向が閉示さ
ある。教育者法もちろん，為政者も，一般社会人も，勇猛iむをふるっ
ぽ， ζれらの難関は?とうてい突破℃、きるものではたν、。 ‘ 
最後に室経をなくに当って，計画の段階からいろいろと御教示をい
E学校教育課の堀江g 大井?藤井，広瀬，関谷，問中の各先生，t:r.ら
力員として御協力下さった新潟市立白新中学校丸山吉蔵先生，
田光雄先生に対し，また忙しい中を調査に御協力いただいた63佼の
し深甚の謝意を表する。
たた，との研究を担当し執筆したものは次のと長りである。
研究員 林 勇
研究員 莱賀貫次
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